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は
じ
め
に

　
ア
メ
リ
カ
の
日
系
人
の
健
康
問
題
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
１
９
７
５
年
に

A
m

erican Journal of Epidem
iology

に
発
表
さ
れ
た
サ
イ
ム
（Sym

e

）
と
マ
ー

モ
ッ
ト
（M

arm
ot

）
ら
のN

i-H
on-San Study (

日
本
、
ホ
ノ
ル
ル
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
住
む
日
本
人
と
日
系
人
の
男
性
の
比
較
研
究)

を
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
結
論
と
し
て
、
虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
と
心
筋
梗
塞
）
の
有
病
率
は

広
島
の
日
本
人
男
性
、
ホ
ノ
ル
ル
の
日
系
人
男
性
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
日
系
人

男
性
の
順
に
高
く
、
ア
メ
リ
カ
本
国
に
近
い
ほ
ど
多
く
な
り
ま
す
が
、
シ
ア
ト
ル
の

日
系
人
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
１
９
８
６
年
か
ら
準
備
を
進
め
、
訪
日
の
機
会
に
日
本
人
の
国
民
性
に

関
す
る
国
際
比
較
研
究
を
長
年
や
ら
れ
て
い
る
文
部
省
（
当
時
）
統
計
数
理
研
究
所

元
所
長
の
故
林
知
己
夫
先
生
に
お
会
い
し
、
日
本
健
康
増
進
財
団
の
鈴
木
賢
二
氏
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
面
的
な
研
究
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
財
団
と
同
じ
に
シ
ア
ト
ル
日
系
人
の
健
診
を
行
い
、
財
団
の
健
診
デ
ー
タ
と
比
較

で
き
る
よ
う
に
プ
ラ
ン
を
立
て
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
30
年
間
に
わ
た
る
研
究
を
遂

行
す
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
す
。
研
究
論
文
は
多
く
が
英
文
の
学
術
誌
に
公
開
し

ま
し
た
の
で
、
一
般
の
人
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
書
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
８
回
の

シ
リ
ー
ズ
で
日
本
健
康
増
進
財
団
の
機
関
誌
「
い
き
い
き
健
康
だ
よ
り
」
に
掲
載
し
、

こ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
々
か
ら
研
究
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鈴
木
賢
二
氏
に
は
共
同
研
究

者
と
し
て
最
初
か
ら
最
後
ま
で
お
世
話
に
な
り
、
日
本
人
デ
ー
タ
を
日
系
人
デ
ー
タ

と
比
較
で
き
る
よ
う
に
整
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ア
ト
ル
で
は
ワ
シ
ン
ト
ン

大
学
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ぺ
リ
ン
教
授
と
故
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
ッ
プ
教
授
の
協
力
を
得
て
、

質
的
検
査
基
準
を
満
た
し
た
ラ
ボ
で
リ
ピ
ッ
ド
や
血
糖
値
を
測
定
し
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
は
眼
底
網
膜
写
真
か
ら
細
動
脈
硬
化
を
正
確
に
診
断
で
き
る
専
門
家
が
い
な

い
た
め
、
シ
ア
ト
ル
の
眼
底
写
真
を
日
本
に
送
り
、
眼
底
写
真
を
読
影
さ
れ
て
い
る

日
米
国
際
比
較
研
究
に
ご
協
力
し
て

　
行
方
令
博
士
に
は
、
１
９
８
６
年
、
当
財
団
の
理
事
で
も
あ
る
文
部
省
（
当
時
）

統
計
数
理
研
究
所
元
所
長
故
林
知
己
夫
博
士
に
よ
り
お
引
き
合
わ
せ
い
た
だ
き
初
め

て
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日
系
人
の
健
康
状
態
は
日
本
在
住
日
本
人
の
10
年
後
の

健
康
状
態
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
、
シ
ア
ト
ル
在
住
日
系
人
の
健

康
調
査
を
当
財
団
の
健
診
同
様
に
行
い
、
比
較
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
明
ら
か
に
で
き

る
の
で
な
い
か
と
、
そ
ん
な
貴
重
な
国
際
比
較
研
究
に
、
当
財
団
が
参
画
で
き
る
こ

と
に
大
変
興
奮
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
で
、
常
勤
役
員
同
席
の
下
、

ご
協
力
す
る
こ
と
、
私
が
担
当
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
フ
ク
ダ
電
子
㈱
や
キ
ヤ
ノ
ン
㈱
の
協
力
が
得
ら
れ
、
血
管
機
能
（
動
脈

硬
化
）
を
測
る
大
動
脈
脈
波
速
度
（
Ｐ
Ｗ
Ｖ
）
計
測
装
置
と
眼
底
細
動
脈
が
観
察
で

き
る
無
散
瞳
眼
底
カ
メ
ラ
を
無
料
で
提
供
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

米
国
疾
病
予
防
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
血
液
検
査
の
質
的
管
理
を
定
期
的
に
受
け
て
い

る
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
リ
ピ
ッ
ド･

リ
サ
ー
チ
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
シ
ア
ト
ル
）
か
ら
血
清

検
体
を
送
っ
て
も
ら
い
、
シ
ア
ト
ル
で
の
測
定
値
と
当
財
団
の
測
定
値
を
比
較
し
、

相
違
の
あ
る
も
の
は
日
本
の
検
体
検
査
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
種
々
調
整
を
行
い
、
再

度
血
清
検
体
を
送
っ
て
も
ら
い
正
確
さ
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、
Ｐ
Ｗ
Ｖ
検

査
は
測
定
に
熟
練
を
要
す
る
た
め
、
当
財
団
で
健
診
に
携
わ
っ
て
い
た
故
高
橋
美
月

臨
床
検
査
技
師
が
シ
ア
ト
ル
に
行
く
な
ど
、
健
診
を
す
る
準
備
が
整
い
、
検
査
の
読

影･
判
定
に
は
故
長
谷
川
元
治
博
士
（
当
時
、
東
邦
大
学
医
学
部
生
理
機
能
学
教
授
）

や
荒
井
親
雄
博
士
（
同
・
助
教
授
）、
安
部
信
行
氏
（
同
・
中
央
検
査
部
技
師
長
）
ら

の
協
力
が
得
ら
れ
、
１
９
８
９
～
１
９
９
４
年
の
調
査
期
間
で
１
、４
６
６
名
の
健
康

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
当
財
団
の
健
診
デ
ー
タ
を
比
較
し
た
解
析
が
行

わ
れ
、
日
米
で
の
学
術
活
動
（
本
文
第
１
～
５
回
）
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
財

団
の
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（
Ｐ
Ｗ
Ｖ
を
進
化
さ
せ
、
血
圧
に
よ
り
依
存
し
な
い
動
脈
そ
の
も
の

2



Contents
日本人の健康に、
アメリカからのメッセージ

１ ◦シアトル日系人健康調査からの教訓
　　～見えてきた、将来の日本人の健康像～

２ ◦動脈硬化の原因といわれる
　　血清脂質値を日米で比べると…？

３ ◦どのような要因が血清脂質の
　　レベルに影響しているのか

４ ◦動脈硬化を促進する要因と
　　予防する要因は何か

５ ◦眼底細動脈の動脈硬化を
　　促進する要因は何か

６ ◦心臓踝血管弾性指標（ＣＡＶＩ）は
　　動脈硬化性疾患及び
　　その危険因子に有意に関連するか

７ ◦シアトル在住日系人における
　　胃がんリスク要因の調査結果から
　　日本人の健康を考える 

８ ◦米国シアトル市の
　　アジア系移民における
　　胃がんリスク要因の調査結果

荒
井
親
雄
先
生
に
診
断
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
臓
踝
血
管
弾
性
指
標（
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）

に
つ
い
て
の
解
析
と
論
文
作
成
に
は
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
白
井
厚
治

先
生
に
多
大
な
る
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
シ
ア
ト
ル
に
お
け
る
胃
が
ん
リ
ス
ク
要

因
の
研
究
に
お
い
て
は
三
木
一
正
先
生
と
渡
邊
能
行
先
生
に
ピ
ロ
リ
菌
と
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
検
査
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
き
、
親
身
な
研
究
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

本
研
究
に
一
貫
し
て
注
目
し
激
励
し
て
い
た
だ
い
た
元
国
立
公
衆
衛
生
院
長
・
元
東

京
大
学
教
授
高
石
昌
弘
先
生
及
び
元
日
本
疫
学
会
長
・
元
国
際
疫
学
会
長
で
あ
る
名

古
屋
大
学
名
誉
教
授
青
木
國
雄
先
生
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
他
に
も
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
６
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
行
方
　
令

の
硬
さ
・
し
な
や
か
さ
を
測
定
）
健
診
デ
ー
タ
を
用
い
て
の
研
究
（
第
６
回
）
で
は

白
井
厚
治
博
士
（
当
時
、
東
邦
大
学
医
学
部
佐
倉
病
院
長
）
の
協
力
が
得
ら
れ
る
な

ど
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
シ
ア
ト
ル
で
の
日
米
国
際
比
較
研
究
の
土
台
が
で
き
、
栄
研
化
学
㈱

の
協
力
も
あ
っ
て
、
ピ
ロ
リ
菌
の
研
究
（
第
７
、８
回
）
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
30
有
余
年
で
素
晴
ら
し
い
研
究
成
果
が
得
ら
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す

し
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
知
見
を
日
本
の
皆
様
や
ア
メ
リ
カ
在
住
日
系
人
の
皆
様
の
健

康
管
理
、
疾
病
予
防
に
お
役
立
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
分
か
り
や
す
く
ご
紹
介
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
６
月

　

一
般
財
団
法
人
日
本
健
康
増
進
財
団
前
専
務
理
事
（
現
特
別
顧
問
）　
鈴
木  

賢
二

本書は、( 一財 ) 日本健康増進財団発行『いきい
き健康だより』2017 年夏号～ 2019 年春号に
おいて掲載された記事をまとめたものです。
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●
　
　
　
　
　

●

　
１
９
７
１
年
８
月
以
来
ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
て
い
て
、

多
種
多
様
な
人
種
が
共
存
し
、
自
分
自
身
が
日
本
人
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
外
見
は
日
本
人
と
変
わ
ら
な
い
日
系

人
の
健
康
状
態
は
日
本
人
と
変
わ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か

と
の
疑
問
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
日
系
人
の
人
口
は
、

白
人
や
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
（
黒
人
）
と
比
べ
て

極
め
て
少
な
く
、
国
の
健
康
指
標
統
計
に
は
記
載
さ
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
日
系
人
を
含
む
ア
メ
リ
カ
人
全
体

と
日
本
人
の
死
亡
率
を
比
較
し
、
日
系
人
の
健
康
状
態
、

ひ
い
て
は
日
本
人
の
健
康
問
題
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

試
み
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
描
き
出
さ
れ
る
の
は

単
な
る
日
米
の
健
康
状
況
の
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
の
多
方
面
で
欧
米
化
が
進
む
今
日
、「
日
系
人
の
今

の
健
康
問
題
」
は
、
近
い
将
来
の
日
本
の
姿
な
の
か
も

し
れ
な
い
の
で
す
。

シ
ア
ト
ル
日
系
人
健
康
調
査
か
ら
の
教
訓

　
　

～
見
え
て
き
た
、
将
来
の
日
本
人
の
健
康
像
～

日
本
人
の
健
康
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第１回
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虚
血
性
心
疾
患
は
、
冠
動
脈
が
動
脈
硬
化
に
よ
っ

て
狭
窄
し
、
心
臓
の
筋
肉
へ
の
酸
素
と
栄
養
の
供
給

が
絶
た
れ
、
心
臓
が
正
常
に
機
能
し
な
く
な
る
病
気

で
す
。
心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
と
、
最
悪
の
場
合
、
心

臓
が
停
止
し
、
救
急
処
置
が
遅
れ
る
と
死
に
至
り
ま

す
。
最
近
の
死
亡
統
計
（
日
本
は
２
０
１
２
年
、
米

国
は
２
０
１
０
年
）
を
比
較
す
る
と
、
人
口
10
万
人

に
対
し
て
日
本
の
男
性
は
70
・
９
人
、
ア
メ
リ
カ

の
男
性
は
１
３
９
・
８
人
と
２
倍
、
日
本
の
女
性
は

52
・
７
人
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
は
１
１
２
・
４
人
と
、

や
は
り
２
倍
以
上
で
す
。

　

脳
血
管
疾
患
は
、
脳
出
血
（
29
％
）、
く
も
膜
下

出
血
（
11
％
）、
脳
梗
塞
（
58
％
）
な
ど
の
総
称
で

す
。
脳
出
血
は
高
血
圧
の
人
に
起
こ
り
や
す
く
、
脳

内
血
管
の
一
部
が
破
れ
て
出
血
し
、
脳
実
質
を
圧

迫
、
破
壊
し
、
片
麻
痺
や
意
識
障
害
な
ど
の
重
篤
な

症
状
が
出
現
し
、
死
亡
に
至
る
こ
と
が
多
い
病
気
で

す
。
く
も
膜
下
出
血
は
脳
底
部
の
動
脈
瘤
が
破
裂
し

て
、
脳
を
包
ん
で
い
る
く
も
膜
下
腔
に
出
血
す
る
も

の
で
、
突
発
的
に
起
こ
り
、
突
然
死
に
至
る
こ
と
が

多
い
。
脳
梗
塞
は
脳
動
脈
の
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、

内
径
が
狭
く
な
り
、
血
流
が
滞
り
、
血
栓
が
で
き
て

内
腔
が
閉
塞
す
る
か
、
脳
以
外
か
ら
動
脈
硬
化
部
の

血
栓
が
運
ば
れ
て
き
て
細
い
脳
動
脈
を
塞
ぐ
た
め
に

片
麻
痺
、
意
識
障
害
、
言
語
障
害
な
ど
の
症
状
が

現
れ
、
脳
血
管
疾
患
の
中
で
最
も
死
亡
数
が
多
く
、

60
％
近
く
を
占
め
ま
す
。
戦
後
日
本
中
で
行
わ
れ
た

減
塩
運
動
の
お
蔭
で
高
血
圧
患
者
が
減
少
し
、
脳
出

血
の
死
亡
率
が
画
期
的
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

米
国
に
比
べ
て
日
本
人
の
脳
血
管
疾
患
死
亡
率
は
２

倍
で
す
。
な
ぜ
日
本
人
の
脳
血
管
疾
患
の
死
亡
率
が

こ
れ
ほ
ど
高
い
の
か
、
血
圧
以
外
に
日
本
人
特
有
の

リ
ス
ク
要
因
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

き
ま
し
た
。

　

図
２
は
糖
尿
病
に
よ
る
死
亡
率
の
比
較
で
す
が
、

男
女
と
も
ア
メ
リ
カ
人
の
死
亡
率
が
日
本
人
の
２
倍

で
す
。
糖
尿
病
患
者
の
大
部
分
は
成
人
に
発
病
す
る

２
型
で
す
し
、
食
事
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
カ
ロ
リ
ー
の
摂
り
過

ぎ
と
運
動
不
足
の
た
め
肥
満
と
な
り
、
糖
尿
病
に
な

1発
端

～
虚
血
性
心
疾
患
と
脳
血
管
疾
患
、

　
そ
の
日
米
の
違
い

2糖
尿
病
や
肺
が
ん
、

胃
が
ん
に
も

有
意
な
日
米
差
が

図１　心 ･ 脳血管疾患の死亡率の日米比較（人口10万対）
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注）日本の死亡率は 2012 年、米国の死亡率は 2010 年であり、
　　国民衛生の動向 2014/2015 の第 17表：死亡の国際比較から引用。
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る
人
が
多
い
。
日
本
人
も
生
活
が
欧
米
化
す
る
に
つ

れ
て
糖
尿
病
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

図
３
は
、
日
本
人
に
多
い
肺
が
ん
と
胃
が
ん
の
死

亡
率
を
日
米
間
で
比
較
し
た
も
の
で
す
。
男
性
の
肺

が
ん
死
亡
率
は
人
口
10
万
人
に
対
し
て
日
本
人
が
84

人
、
ア
メ
リ
カ
人
が
59
人
で
、
日
本
人
男
性
の
高
い

喫
煙
率
の
影
響
に
よ
り
ま
す
。
女
性
は
ア
メ
リ
カ
人

女
性
の
高
い
喫
煙
率
が
影
響
し
て
、
そ
の
死
亡
率

（
46
・
１
）
は
日
本
人
女
性
（
31
・
２
）
よ
り
高
い
。

一
方
、
胃
が
ん
の
死
亡
率
は
男
女
と
も
日
本
人
が
ア

メ
リ
カ
人
よ
り
顕
著
に
高
い（
男
性
52
・
５
対
４
・
５
、

女
性
26
・
２
対
３
・
１
）。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
違
い

は
何
故
生
じ
る
の
か
、
研
究
者
と
し
て
大
変
興
味
を

そ
そ
ら
れ
る
疑
問
で
あ
り
、
日
系
人
研
究
を
通
じ
て

あ
る
程
度
解
明
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
両
国
の
死
亡
率
の
傾
向
は
研
究
を
始
め
た

１
９
８
０
年
代
の
後
半
か
ら
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

シ
ア
ト
ル
の
日
系
人
研
究
を
始
め
る
前
に
、
日
本

人
と
他
国
の
国
民
性
を
数
10
年
に
わ
た
っ
て
調
査
研

究
し
て
き
た
文
部
科
学
省
統
計
数
理
研
究
所 

所
長
・

故
林
知
己
夫
博
士
に
１
９
８
６
年
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
す
ぐ
に
日
本
労
働
文
化
協
会
（
現
日
本
健
康
増

進
財
団
）
を
紹
介
さ
れ
、
現
在
専
務
理
事
の
鈴
木
賢

二
氏
に
面
会
、
シ
ア
ト
ル
で
の
調
査
研
究
へ
の
協
力

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
全
面
的
に
協
力
す
る
旨
の
承

諾
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
の
死
亡
率
の
違
い
は
、
人

種
的
（
遺
伝
的
）
な
差
異
と
環
境
要
因
（
食
生
活
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
含
む
）
の
差
異
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
人
集
団
と
ア
メ
リ
カ
人
集 

団
（
白
人
や
黒
人
を
含
む
）
を
比
べ
て
も
、
人
種
的 

な
要
因
に
よ
る
影
響
を
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
日
系
人
は
ア
メ
リ
カ
に
明
治
時
代
か
ら
移
民
し

た
日
本
人
を
祖
先
と
す
る
二
世
・
三
世
が
大
多
数
を

3シ
ア
ト
ル
在
住
の

日
系
人
と
の
比
較
研
究

図２　糖尿病の死亡率の日米比較（人口10万人対）

図３　肺がんと胃がんの死亡率の日米比較（人口10万人対）
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占
め
、
シ
ア
ト
ル
で
の
研
究
対
象
を
日
系
人
に
絞
れ

ば
、
日
本
人
と
日
系
人
の
健
康
指
標
の
違
い
は
環
境

要
因
の
違
い
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
人

の
食
事
や
生
活
が
今
後
ま
す
ま
す
欧
米
化
す
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
日
系
人
の
研
究
結
果
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
の
日
本
人
像
が
予
測
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

シ
ア
ト
ル
で
の
日
系
人
と
日
本
人
の
比
較
研
究
を

始
め
る
の
に
、
次
の
疑
問
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
設
定

し
ま
し
た
。

⑴�

日
系
人
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
質
レ

ベ
ル
は
ア
メ
リ
カ
人
全
体
や
日
本
人
と
比
べ

て
高
い
の
か
、
低
い
の
か
。

⑵�

日
系
人
の
大
動
脈
の
動
脈
硬
化
は
日
本
人
よ

り
年
齢
的
に
早
く
進
行
し
て
い
る
の
か
。

⑶�

日
系
人
の
細
動
脈
の
動
脈
硬
化
は
日
本
人
よ

り
年
齢
的
に
早
く
進
行
し
て
い
る
の
か
。

⑷�

ど
の
よ
う
な
要
因
が
動
脈
硬
化
の
進
行
に
影

響
し
て
い
る
の
か
。

⑸�

日
系
人
の
虚
血
性
心
疾
患
に
影
響
し
て
い
る

要
因
は
何
か
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
に
は
周
到
な
準
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
シ
ア
ト
ル
市
と
そ
の
周
辺
を
含
む
キ
ン

グ
郡
に
住
む
日
系
人
を
把
握
し
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
公
表
さ
れ
て
い
る
日
系
の
団
体
会
員
の
住
所

録
と
電
話
帳
か
ら
そ
の
住
所
と
電
話
番
号
を
抜
き
出

し
、
基
本
台
帳
を
作
成
、
全
員
に
手
紙
を
出
し
、
研

究
対
象
と
な
る
方
の
お
名
前
と
連
絡
先
、
性
・
年
齢

を
記
入
し
て
も
ら
い
、
研
究
対
象
者
を
無
作
為
に
抽

出
し
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
日
本
健
康
増
進
財
団
の
健
診
デ
ー
タ
と

比
較
す
る
た
め
、
同
じ
検
査
機
器
を
備
え
た
健
診
施

設
を
必
要
と
し
ま
す
。
健
診
施
設
は
シ
ア
ト
ル
市

で
最
初
の
日
系
女
医
で
あ
る
故
ド
ク
タ
ー･

ル
ー

ビ
ー
・
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
、
健
診
が
で

き
る
よ
う
に
改
装
し
ま
し
た
。
動
脈
硬
化
度
を
測
る

大
動
脈
脈
波
速
度
（
Ｐ
Ｗ
Ｖ
）
計
測
装
置
と
眼
底
細

動
脈
を
観
察
で
き
る
無
散
瞳
眼
底
カ
メ
ラ
は
そ
れ
ぞ

れ
㈱
フ
ク
ダ
電
子
と
㈱
キ
ヤ
ノ
ン
か
ら
無
料
で
提
供

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
三
に
、
血
液
検
査
に
よ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な

ど
脂
質
測
定
値
の
質
的
管
理
を
、
日
米
間
で
如
何
に

す
る
か
も
難
問
で
し
た
。
シ
ア
ト
ル
の
ワ
シ
ン
ト
ン

大
学
リ
ピ
ッ
ド
・
リ
サ
ー
チ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
米
国
疾

病
予
防
研
究
セ
ン
タ
ー
（
国
の
機
関
）
か
ら
脂
質
測

定
値
の
質
的
管
理
を
定
期
的
に
受
け
て
い
る
の
で
、

そ
の
正
確
さ
が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
系
人
の
血

液
検
査
は
そ
こ
で
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
人
の
健
診
を
し
て
い
る
日
本
健
康
増
進
財
団
の

脂
質
測
定
が
正
確
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

シ
ア
ト
ル
か
ら
血
清
検
体
を
送
っ
て
測
定
し
、
シ
ア

ト
ル
で
あ
ら
か
じ
め
測
っ
て
い
た
数
値
と
比
較
、
相

異
の
あ
る
測
定
項
目
は
財
団
側
で
検
査
方
法
の
調
整

を
し
、
再
度
血
清
検
体
を
送
っ
て
測
定
値
が
正
確
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
測
定
は
熟

練
を
要
す
る
た
め
、
財
団
で
健
診
に
数
年
携
わ
っ
て

き
た
臨
床
検
査
技
師
を
シ
ア
ト
ル
に
呼
び
、
そ
の
健

診
を
担
当
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

少
し
説
明
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
手
順
を
踏
ま
な
い
と
信
頼
で
き

る
結
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
強
調
し
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
疫
学
研
究
で
２
集
団
を

比
較
す
る
に
は
、
同
じ
計
測
装
置
と
測
定

方
法
を
用
い
て
同
じ
基
準
で
測
定
し
、
は

じ
め
て
比
較
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
シ
ア

ト
ル
で
の
研
究
に
参
加
し
た
日
系
人
は
男

性
７
２
４
名（
日
系
人
人
口
の
12
・
７
％
）、

女
性
７
４
２
名
（
日
系
人
人
口
の
10
・

３
％
）
で
し
た
。

　

次
回
は
、
動
脈
硬
化
に
影
響
す
る
脂
質

の
測
定
値
を
、
日
本
人
と
日
系
人
及
び
ア

メ
リ
カ
人
全
体
と
比
較
し
た
結
果
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

4日
米
間
で
検
査
結
果
の

精
度
管
理
に
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●
　
　
　
　
　

●

　
研
究
を
開
始
し
た
時
に
は
、
血
清
脂
質
に
つ
い
て
シ
ア
ト

ル
の
日
系
人
と
日
本
在
住
の
日
本
人
を
比
較
す
る
つ
も
り
で

い
ま
し
た
が
、
日
本
人
全
体
と
ア
メ
リ
カ
人
全
体
を
代
表
す

る
調
査
デ
ー
タ
が
存
在
し
、
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
も
加
え
て
４
集
団
を

比
較
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
前
回
、
血
清
脂
質
の
測
定
値
の
精
度
チ
ェ
ッ
ク
は
、
シ
ア

ト
ル
の
日
系
人
と
日
本
健
康
増
進
財
団
の
両
方
で
実
施
し
た

こ
と
に
ふ
れ
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
を
代
表
す

る
測
定
値
も
質
的
管
理
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
は
信

頼
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
表
１
は
、
４
集
団
の
調
査
期
間
と
調
査
参
加
者
数
を
示
し

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
全
体
と
日
本
人
全
体
の
意
味
は
、
無
作

為
抽
出
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
を
代
表

し
て
い
る
集
団
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

動
脈
硬
化
の
原
因
と
い
わ
れ
る
血
清
脂
質
値
を

日
米
で
比
べ
る
と
…
？ 

日
本
人
の
健
康
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第2回
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調
査
結
果
を
示
す
前
に
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
動

脈
硬
化
の
関
連
を
説
明
し
て
、
な
ぜ
日
系
人
と
日
本

人
の
比
較
が
重
要
な
の
か
、
理
解
の
一
助
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

人
間
の
血
液
中
に
は
「
脂
質
」
と
呼
ば
れ
る
、
水

に
溶
け
に
く
い
物
質
が
あ
り
、
脂
質
の
主
な
も
の
に

は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
（
ト
リ
グ
リ
セ

ラ
イ
ド
、略
し
て
Ｔ
Ｇ
）、リ
ン
脂
質
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
エ
ス
テ
ル
、
遊
離
脂
肪
酸
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
水

に
溶
け
に
く
い
脂
質
は
血
液
中
で
リ
ン
脂
質
や
遊
離

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
結
合
し
、
さ
ら
に
た
ん
ぱ
く
質

を
結
合
さ
せ
て
親
水
性
（
水
に
溶
け
や
す
い
）
の
リ

ポ
蛋
白
複
合
体
を
作
り
ま
す
。
リ
ポ
蛋
白
を
つ
く
っ

て
い
る
蛋
白
質
は
ア
ポ
リ
ポ
蛋
白
と
呼
び
、
ほ
と
ん

ど
の
脂
質
は
ア
ポ
リ
ポ
蛋
白
と
結
合
し
、
リ
ポ
蛋
白

の
形
で
血
液
に
溶
け
て
運
ば
れ
ま
す
。
リ
ポ
蛋
白
の

な
か
で
低
比
重
の
も
の
を
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
呼
び
、
高
比
重
の
も
の
を
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
と
呼
び
ま
す
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
細
胞
膜
を
形
成
す
る
た
め
に

不
可
欠
な
物
質
で
あ
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
体
内

に
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
ら
、
生
存
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
問
題
は
余
分
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
体

内
で
適
切
に
処
理
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。
こ
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
処
理
能
力
に
大
き
な
個
人
差
が
あ

り
、
体
内
に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
過
剰
に
蓄

積
さ
れ
る
と
、
長
い
年
月
の
間
に
動
脈
管
壁
に
侵
入

し
て
血
管
内
壁
を
厚
く
し
、
血
管
を
狭
く
し
、
血
液

の
通
り
を
悪
く
す
る
「
動
脈
硬
化
」
と
い
う
状
態
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
が
冠
動
脈
で
生
じ
る
と
、

冠
動
脈
に
血
液
が
流
れ
に
く
く
な
り
、
一
時
的
に
心

筋
へ
の
血
液
供
給
が
不
足
し
、
胸
痛
発
作
な
ど
の
症

状
を
呈
す
る
狭
心
症
と
な
り
ま
す
。
心
筋
梗
塞
は
プ

ラ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
細
胞
成
分

を
含
む
柔
ら
か
い
部
分
が
血
栓
と
な
り
、
狭
く
な
っ

た
冠
動
脈
を
塞
ぎ
、
心
筋
に
酸
素
の
供
給
が
絶
た
れ

る
た
め
に
心
筋
が
壊
死
す
る
状
態
で
、
手
当
て
が
遅

れ
る
と
死
に
至
り
ま
す
。

　

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
す
べ
て
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
分
子
を
含
み
ま
す
の
で
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
、
Ｈ
Ｄ

Ｌ
、
Ｖ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
な
ど
か
ら
成
り
ま
す
。
高
い
ほ
ど
動

脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
図

１
は
表
１
の
４
集
団
の
男
性
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
平

均
値
を
年
齢
別
に
比
較
し
た
も
の
で
す
。
女
性
に
つ

い
て
は
図
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
男
女
と
も
に
シ
ア

1コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と

動
脈
硬
化
の
関
連 

ト
ル
日
系
人
が
最
も
高
く
、
２
番
目
に
ア
メ
リ
カ
人

全
体
が
高
く
、
日
本
人
全
体
と
都
市
部
日
本
人
は
最

も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
か
ら
、
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
人
種
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
住
む
環
境
、
す
な
わ
ち
食
生
活
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
影
響
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
日
本
人
が
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
て
ア
メ
リ
カ
の

生
活
習
慣
に
な
れ
て
、
食
生
活
も
肉
食
中
心
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
ア
メ
リ
カ

人
よ
り
高
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
に
お
い
て
は
、
日
系
人
と
都
市
部
日
本
人
で

加
齢
と
と
も
に
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
上
昇
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
米
国
人
全
体
は
凸
型
で
あ

り
、
日
本
人
全
体
は
40
歳
代
以
降
加
齢
と
と
も
に
下

が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
女
性
に
お
い
て
は
、

す
べ
て
の
集
団
で
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
加
齢
に

伴
っ
て
急
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
女
性
の
場

合
、
40
歳
代
か
ら
女
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ

ジ
ェ
ン
が
減
少
し
、
50
歳
代
か
ら
閉
経
し
、
エ
ス
ト

ロ
ジ
ェ
ン
が
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
上
昇
を
抑
制
す
る

効
果
が
薄
れ
る
結
果
、
中
高
年
か
ら
す
べ
て
の
集
団

に
お
い
て
女
性
の
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
男
性
よ

り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
女
性
は
50
歳
以

降
動
脈
硬
化
関
連
疾
患
の
リ
ス
ク
が
徐
々
に
高
く
な

る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

米
国
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
２
０
０
㎎

／
dl
以
下
を
正
常
、
２
０
１
～
２
３
９
㎎
／
dl
を
境

界
線
で
要
注
意
、
２
４
０
㎎
／
dl
以
上
を
異
常
と
し

て
い
ま
す
。
日
本
動
脈
硬
化
学
会
で
は
、
２
０
１
７

年
４
月
に
従
来
の
血
清
脂
質
の
診
断
基
準
を
見
直

し
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
診
断
基
準
か
ら
外
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
だ
け
を
見

て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
薬
を
処
方
す
る
の
で

は
な
く
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
や

2総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
比
較 

表１　血清脂質の比較集団

対象集団 調査期間
調　　査
参加者数

シ ア ト ル 日 系 人
パシフィック・リム疾病予防
センターでの健診受診者

1989～
1994

1,466

ア メ リ カ 人 全 体
米国疾病予防
センターの調査

1988～
1991

5,475

日 本 人 全 体
（厚生労働省による調査）

1990� 7,906

都 市 部 日 本 人
日本健康増進財団
での健診受診者

1989 146,782
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中
性
脂
肪
値
な
ど
の
測
定
結
果
か
ら
判
断
し
て
、
治

療
薬
を
処
方
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
の
こ
と
で
す
。

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
意
義
を
無
視
し
て
い
る
訳
で

は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
ま
す
。

　

図
３
は
、
男
性
の
中
性
脂
肪
の
年
齢
別
平
均
値
を

４
集
団
で
比
較
し
た
結
果
で
す
。
図
４
は
、
女
性
の

結
果
を
示
し
ま
す
。
男
性
に
お
い
て
は
、
日
系
人
、

日
本
人
全
体
、
都
市
部
日
本
人
の
中
性
脂
肪
値
が
40

～
49
歳
の
年
齢
層
で
ピ
ー
ク
を
示
し
、
50
歳
以
降
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
米
国
人
全
体
で
は
45
～
54

歳
の
年
齢
層
で
ピ
ー
ク
と
な
り
、
そ
れ
以
降
減
少
し
、

日
系
人
よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
は
、
日
系
人
と
米
国
人
全
体
の
中
性
脂
肪
に

お
け
る
年
齢
別
平
均
値
の
パ
タ
ー
ン
が
総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
の
パ
タ
ー
ン
と
酷
似
し
て
い
る
の
に
対

し
、
45
歳
以
降
日
本
人
全
体
と
都
市
部
日
本
人
の
平

均
値
は
、
日
系
人
と
米
国
人
全
体
の
平
均
値
よ
り
一

貫
し
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の

は
、
都
市
部
日
本
人
の
年
齢
別
平
均
値
が
日
本
人
全

体
よ
り
20
㎎
／
dl
以
上
低
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
都

市
部
日
本
人
の
集
団
は
都
市
部
で
働
き
、
日
本
健
康

増
進
財
団
に
よ
る
健
診
の
受
診
者
で
あ
り
、
農
村
部

等
を
含
む
日
本
人
全
体
に
比
べ
て
健
康
集
団
で
あ
る

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

図
５
と
図
６
は
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
呼
ば

3中
性
脂
肪
の
比
較 

4Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
比
較

図 2　総コレステロール 年齢別平均値の比較：女性
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図 4　中性脂肪 年齢別平均値の比較：女性 
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図１　総コレステロール 年齢別平均値の比較：男性
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図 3　中性脂肪 年齢別平均値の比較：男性 
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れ
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
年
齢
別
平
均
値

を
男
女
別
に
４
集
団
間
で
比
較
し
た
も
の
で
す
。
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
他
の
脂
質
と
異
な
る
特
質

は
、
加
齢
の
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
で
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
体
内
で
の
余
分
の
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
処
理
す
る
重
要
な
機
能
を
も
っ
て
い

る
の
で
、
加
齢
と
と
も
に
上
昇
し
て
く
れ
れ
ば
歳
を

と
っ
て
も
動
脈
硬
化
は
そ
れ
ほ
ど
進
展
せ
ず
、
動
脈

硬
化
性
疾
患
の
発
症
も
抑
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
現

実
は
そ
う
な
ら
ず
残
念
な
こ
と
で
す
。
男
性
に
つ
い

て
は
、
都
市
部
日
本
人
が
最
も
高
く
60
㎎
／
dl
近
く

で
あ
り
、
最
も
低
い
集
団
は
米
国
人
全
体
で
約
45
㎎

／
dl
で
す
。
中
間
に
日
系
人
と
日
本
人
全
体
が
位
置

し
、
50
㎎
／
dl
前
後
で
す
。

　

女
性
に
つ
い
て
は
、
各
集
団
の
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
平
均
値
は
、男
性
よ
り
５
～
10
㎎
／
dl
程
度
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
男
女
差
は
、
前
回
の
図
１
で
示
し
た

虚
血
性
心
疾
患
死
亡
率
の
男
女
差
（
男
性
が
女
性
よ
り

高
い
）
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
が
最
も
高
い
の
は
都
市
部
日
本
人
で
64
～
70
㎎
／

dl
で
あ
り
、
２
番
目
に
高
い
集
団
は
日
系
人
女
性
で
62

～
65
㎎
／
dl
で
す
。
最
も
低
い
集
団
は
、
日
本
人
全
体

と
米
国
人
全
体
で
53
～
60
㎎
／
dl
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
血
清
脂
質
に
よ
る
比
較
結
果
か
ら
、
最

も
健
康
な
集
団
は
都
市
部
日
本
人
、
２
番
目
は
全
国
の

日
本
人
を
代
表
す
る
日
本
人
全
体
、
３
番
目
が
シ
ア
ト

ル
の
日
系
人
、
４
番
目
が
ア
メ
リ
カ
人
を
代
表
す
る
米

国
人
全
体
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
シ
ア
ト
ル
の
日
系
人
女

性
に
つ
い
て
は
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
と
中
性
脂
肪

値
が
４
集
団
中
最
も
高
い
の
で
す
が
、
善
玉
で
あ
る
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
２
番
目
に
高
く
、
す
べ
て

の
年
齢
層
で
65
㎎
／
dl
か
、
そ
れ
に
近
い
の
で
、
動
脈

硬
化
の
程
度
は
日
本
人
全
体
に
近
い
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

血
清
脂
質
に
関
し
て
は
、
日
本
人
が
他
の
人
種
よ
り

遺
伝
的
に
優
位
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
住
む
環
境
、

す
な
わ
ち
食
生
活
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
大
き
く
左
右

さ
れ
ま
す
。
日
本
人
の
食
生
活
が
欧
米
化
し
、
車
社
会

に
な
り
、
運
動
不
足
に
な
れ
ば
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
と
中
性
脂
肪
値
は
上
昇
し
、
加
え
て
善
玉
で
あ
る
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
下
が
り
、
そ
の
結
果
動
脈

硬
化
が
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
上
記
の
よ
う
な

欧
米
化
を
避
け
る
な
ど
、
健
康
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
十
分
注
意
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
回
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
要
因
が
血
清
脂
質

に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
研
究
結
果
に
基
づ
い
て
お
話

し
ま
す
。

5血
清
脂
質
の

比
較
結
果
か
ら
、

ど
の
集
団
が
最
も

健
康
と
い
え
る
の
か

　T.Namekata,�D.Moore,�R.Knopp,�
S.Marcovina,�E.Perrin,�D.Hughes,�
K.Suzuki,�M.Mori,� C.Sempos,�
S.Hatano,�C.Hayashi,�M.Hasegawa:�
Cholesterol�levels�among�Japanese�
Americans�and�other�populations:�
Seattle� Nikkei� Health� Study.
Journal� of�Atherosclerosis� and�
Thrombosis,1996,�3:105-113

図 6　ＨＤＬコレステロール 年齢別平均値の比較：女性
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図 5　ＨＤＬコレステロール 年齢別平均値の比較：男性
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前
回
は
血
清
脂
質
の
レ
ベ
ル
が
日
系
人
、
ア
メ
リ
カ

人
全
体
、
都
市
部
の
日
本
人
、
日
本
人
全
体
で
比
べ
て
、

大
き
な
差
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
日
系

人
男
性
７
１
０
名
と
女
性
７
２
８
名
、
そ
れ
に
日
本
健

康
増
進
財
団
で
健
診
を
受
け
た
都
市
部
日
本
人
男
性

３
、８
３
３
名
を
対
象
に
し
て
、
そ
れ
ら
集
団
の
血
清

脂
質
レ
ベ
ル
が
ど
の
よ
う
な
個
人
特
性
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
要
因
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
調
べ
て

み
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
要
因
が
血
清
脂
質
の

レ
ベ
ル
に
影
響
し
て
い
る
の
か

日
本
人
の
健
康
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第3回
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研
究
結
果
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
統
計

解
析
方
法
に
つ
い
て
大
ま
か
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

用
い
た
手
法
は
重
回
帰
分
析
と
い
い
ま
す
。
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
例
に
と
る
と
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
（
Ｙ
）
を
推
定
す
る
式
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　Y
=b

1X
1+b

2X
2+b

3X
3

・
・
・+b

10X
10+b

0

　
X1
～
X10
は
説
明
変
数
（
独
立
変
数
）
と
い
い
ま
す

が
、
私
ど
も
の
研
究
で
は
X1
か
ら
順
番
に
、
年
齢
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重
㎏
÷
〔
身
長
ｍ
の
２
乗
〕
で
算
出
さ

れ
る
肥
満
の
指
標
）、
血
圧
降
下
剤
の
服
用
の
有
無

（
服
用
者
は
高
血
圧
保
持
者
）、
飲
酒
習
慣
な
し
を
基

準
に
し
て
週
１
ド
リ
ン
ク
以
下
、
週
１
～
６
ド
リ
ン

ク
、
１
日
１
～
２
ド
リ
ン
ク
、
１
日
３
～
５
ド
リ
ン

ク
、５
ド
リ
ン
ク
以
上
（
１
ド
リ
ン
ク
は
純
ア
ル
コ
ー

ル
に
換
算
し
て
10
ｇ
に
相
当
す
る
）、
非
喫
煙
を
基

準
に
し
て
現
喫
煙
、
前
喫
煙
の
計
10
変
数
か
ら
目
的

変
数
（
従
属
変
数
）
で
あ
る
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

Ｙ
を
推
定
し
ま
す
。
Ｘ
の
前
に
付
い
て
い
る
b1
～
b10

を
偏
回
帰
係
数
と
い
い
ま
す
が
、
b0
は
残
差
と
い
い
、

こ
れ
の
２
乗
和
を
最
小
に
す
る
方
法
が
採
ら
れ
ま

す
。
日
系
人
男
性
の
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
推
定

す
る
式
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Y=0.419X
1

＋0.629X
2

＋5.730X
3

‐0.096X
4

　

 

＋2.348X
5

‐7.710X
6

＋10.307X
7

　

 

＋6.333X
8

＋8.648X
9

‐1571X
10

＋182.8

　

疫
学
研
究
で
は
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
Ｙ
が
ど

の
説
明
変
数
と
有
意
な
関
連
を
示
す
の
か
に
注
目
し

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
b1
～
b10
の
偏
回
帰
係
数
の
ど
れ

が
統
計
的
に
有
意
で
あ
る
か
を
調
べ
ま
す
。
上
の
式

で
有
意
に
な
っ
た
の
は
X1
の
年
齢
と
X9
の
現
喫
煙
で

す
。
日
系
人
男
性
の
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
に
関
係

し
て
い
る
の
は
説
明
変
数
の
な
か
で
加
齢
と
現
喫
煙

習
慣
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
な
お
、
統
計
分
析
方
法

に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
す
る
な
ど
し
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

以
下
、
重
回
帰
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
各
血

清
脂
質
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

　

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
予
測
す
る
重
回
帰
分
析

結
果
を
表
１
に
ま
と
め
ま
し
た
。
３
集
団
全
て
で
加

齢
と
と
も
に
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
増
加
す
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
肥
満
指
数
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
増

加
と
と
も
に
日
系
人
女
性
と
日
本
人
男
性
で
は
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
増
加
し
ま
す
が
、
日
系
人
男
性

で
は
有
意
に
な
ら
ず
関
連
な
し
で
し
た
。
血
圧
降
下

剤
服
用
有
無
は
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
と
無
関
係
で

し
た
。
全
集
団
で
、
飲
酒
習
慣
は
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
す
。
喫
煙
習

慣
に
つ
い
て
は
、
日
系
人
男
性
の
喫
煙
者
が
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
高
め
る
方
向
に
働
き
ま
す
が
、
日

本
人
男
性
の
喫
煙
者
は
逆
に
低
め
る
傾
向
に
あ
る
と

い
う
相
反
す
る
結
果
で
す
。
女
性
に
つ
い
て
は
関
連

な
し
で
し
た
。
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ
や
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
含
み
ま
す
が
、
そ
れ
が
高

い
か
ら
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
も
高
い
と
は
必
ず
し
も

い
え
ま
せ
ん
。
も
し
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
高
い
た
め
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
く
な
っ

て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
の
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク

は
高
く
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
男
性
の
喫
煙
者
の
偏

回
帰
係
数
が
負
で
有
意
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の

脂
質
の
結
果
を
み
て
実
際
に
動
脈
硬
化
を
軽
減
す
る

よ
う
に
影
響
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
悪
玉
と
呼
ば
れ
、
動

脈
硬
化
を
促
進
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
表
２

の
結
果
か
ら
、
年
齢
は
３
集
団
全
て
で
正
の
関
連
を

示
し
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
も
日
系
人
男
性
以
外
は
正
の
関
連
を

示
し
て
い
ま
す
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
飲
酒
習
慣
を

持
つ
も
の
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ
を
下
げ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と

で
す
。
特
に
日
本
人
男
性
に
お
い
て
そ
の
傾
向
は
顕

著
に
現
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
者
は
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

2総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

1統
計
解
析
方
法 

3Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル 

表１　総コレステロール値に影響を及ぼす要因

注：＋は増加する方向で有意；＋５％水準、＋＋１％水準、＋＋＋ 0.1％水準
－は減少する方向で有意；－５％水準、－－１％水準、－－－ 0.1％水準
ｘは有意差なし（関連なし）
＊該当者１名のため意義ある結果なし

説明変数（要因） 日系人男性 日系人女性 日本人男性
年齢 ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
ＢＭＩ＝�体重Kg÷（身長m）² ｘ ＋＋＋ ＋＋＋
血圧降下剤：非服用者に比較して ｘ ｘ ｘ
飲酒習慣：非飲酒者に比較して �
　週１ドリンク以下　 ｘ ｘ ｘ
　週１～６ドリンク ｘ ｘ ｘ
　日に１～２ドリンク ｘ ｘ ｘ
　日に３～５ドリンク ｘ ｘ ｘ
　日に５ドリンク以上 ｘ ＊ ｘ
喫煙習慣（非喫煙者に比較して） �
　現喫煙者 ＋ ｘ －
　前喫煙者 ｘ ｘ ｘ
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ル
の
結
果
と
同
様
に
日
系
人
男
性
が
正
の
関
連
を
示

し
、
日
本
人
男
性
が
負
の
関
連
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
体
内
で
余
分
の
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
処
理
す
る
働
き
を
し
て
い
る

の
で
善
玉
と
呼
ば
れ
、
そ
の
値
が
高
い
ほ
ど
良
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
表
３
の
結
果
か
ら
、
年
齢
は
日

本
人
男
性
で
正
に
関
連
し
て
い
ま
す
が
、
日
系
人
男

女
は
年
齢
と
無
関
係
で
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
全
て
の
集
団

で
負
の
関
連
を
示
し
、肥
満
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
下
げ
る
よ
う
に
影
響
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
高
血
圧
は
日
系
人
女
性
と
日
本
人
男
性
で
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

飲
酒
習
慣
は
全
て
の
集
団
で
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
と
正
の
関
連
を
示
し
、
そ
れ
を
上
昇
さ
せ
る
よ
う

に
影
響
し
て
い
ま
す
。
喫
煙
習
慣
は
逆
に
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
方
向
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

中
性
脂
肪
の
血
中
濃
度
が
高
い
と
動
脈
硬
化
の
一
因

と
な
る
こ
と
か
ら
、
１
５
０
㎎
／
dl
以
下
に
保
つ
必
要

4Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル 

が
あ
り
ま
す
。
表
４
の
結
果
か
ら
、
年
齢
は
日
系
人
女

性
の
み
で
正
の
関
連
を
示
し
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
全
て
の
集
団

で
正
の
関
連
を
示
し
、
肥
満
は
中
性
脂
肪
値
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
日
系
人
男
性

を
除
く
集
団
で
正
の
相
関
を
示
し
、
中
性
脂
肪
値
を
高

め
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
飲
酒
習
慣
は
日
系
人
女
性
で

負
の
関
連
を
示
し
、
中
性
脂
肪
を
下
げ
る
よ
う
に
働
き

ま
す
。
日
本
人
男
性
で
お
酒
を
1
日
５
ド
リ
ン
ク
以
上

飲
む
と
正
の
相
関
を
示
し
、
中
性
脂
肪
を
高
め
ま
す
。

飲
み
過
ぎ
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

喫
煙
習
慣
は
全
て
の
集
団
で
正
の
関
連
を
示
し
、
中
性

脂
肪
を
高
め
る
よ
う
に
影
響
し
ま
す
。

5中
性
脂
肪 

表２　ＬＤＬコレステロール値に影響を及ぼす要因

注：＋は増加する方向で有意；＋５％水準、＋＋１％水準、＋＋＋ 0.1％水準
－は減少する方向で有意；－５％水準、－－１％水準、－－－ 0.1％水準
ｘは有意差なし（関連なし）
＊該当者１名のため意義ある結果なし

説明変数（要因） 日系人男性 日系人女性 日本人男性
年齢 ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋
ＢＭＩ＝�体重Kg÷（身長m）² ｘ ＋＋＋ ＋＋＋
血圧降下剤：非服用者に比較して ｘ － －
飲酒習慣：非飲酒に比較して
　週１ドリンク以下　 ｘ ｘ ｘ
　週１～６ドリンク ｘ ｘ －－
　日に１～２ドリンク － － －－
　日に３～５ドリンク ｘ ｘ －－－
　日に５ドリンク以上 ｘ �＊ －－－
喫煙習慣：非喫煙者に比較して
　現喫煙者 ＋ ｘ －
　前喫煙者 ｘ ｘ ｘ

表４　中性脂肪値に影響を及ぼす要因

注：＋は増加する方向で有意；＋５％水準、＋＋１％水準、＋＋＋ 0.1％水準
－は減少する方向で有意；－５％水準、－－１％水準、－－－ 0.1％水準
ｘは有意差なし（関連なし）　　＊該当者１名のため意義ある結果なし

説明変数（要因） 日系人男性 日系人女性 日本人男性
年齢 ｘ ＋＋＋ ｘ
ＢＭＩ＝�体重Kg÷（身長m）² ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
血圧降下剤：非服用者に比較して ｘ ＋ ＋
飲酒習慣：非飲酒者に比較して �
　週１ドリンク以下　 ｘ － ｘ
　週１～６ドリンク ｘ － ｘ
　日に１～２ドリンク － － ｘ
　日に３～５ドリンク ｘ － ｘ
　日に５ドリンク以上 ｘ ＊ ＋＋＋
喫煙習慣：非喫煙者に比較して �
　現喫煙者 ＋ ＋ ＋＋＋
　前喫煙者 ｘ ｘ ＋＋＋

表３　ＨＤＬコレステロール値に影響を及ぼす要因

注：＋は増加する方向で有意；＋５％水準、＋＋１％水準、＋＋＋ 0.1％水準
－は減少する方向で有意；－５％水準、－－１％水準、－－－ 0.1％水準
ｘは有意差なし（関連なし）
＊該当者１名のため意義ある結果なし

説明変数（要因） 日系人男性 日系人女性 日本人男性
年齢 ｘ ｘ ＋
ＢＭＩ＝�体重Kg÷（身長m）² －－－ －－－ －－－
血圧降下剤：非服用者に比較して ｘ － －
飲酒習慣：非飲酒者に比較して �
　週１ドリンク以下　 ｘ ｘ ＋＋
　週１～６ドリンク ｘ ＋＋＋ ＋＋＋
　日に１～２ドリンク ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
　日に３～５ドリンク ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
　日に５ドリンク以上 ＋＋ ＊ ＋＋＋
喫煙習慣：非喫煙者に比較して �
　現喫煙者 － －－ －－－
　前喫煙者 ｘ ｘ ｘ
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の
関
連
（
ま
た
は
負
の
関
連
）
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
表
５
の
結
果
を
見
る
と
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
正

の
関
連
を
示
し
、
体
重
増
加
が
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
比

率
を
高
め
、
虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
逆
に
、
飲
酒
習
慣
は
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―

Ｃ
比
率
を
低
め
、
虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
を
低
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
喫
煙
習
慣
は
全
て
の
集

団
で
正
の
関
連
を
示
し
、
虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
血
清
脂
質
全
体
に
影
響
す
る
要

因
に
は
二
通
り
あ
り
ま
す
。
悪
い
影
響
を
与
え
る
要
因

と
良
い
影
響
を
与
え
る
要
因
で
す
。
悪
い
影
響
を
与
え

る
要
因
の
第
一
は
歳
を
と
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
変

え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
第
二
は
肥
満
に
な
る
こ
と

で
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
20
～
24
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
日

本
人
女
性
の
中
で
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
18
以
下
と
い
う
極
端
な
痩

身
の
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
骨
粗
鬆
症
の
リ
ス
ク

が
高
く
、
健
康
体
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。
第
三
に
喫
煙
習

慣
は
悪
玉
で
あ
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
と
中
性

脂
肪
値
を
高
め
、
善
玉
で
あ
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
を
低
め
ま
す
か
ら
、
喫
煙
者
は
禁
煙
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
す
ぐ
に
止
め
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う

で
し
た
ら
、
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
な
ど

を
使
っ
て
タ
バ
コ
を
吸
い
た
い
と
い
う
誘
惑
を
断
ち
切

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

血
清
脂
質
に
良
い
影
響
を
与
え
る
要
因
は
、
飲
酒
習

慣
で
す
。
私
ど
も
の
研
究
結
果
で
、
あ
ま
り
に
は
っ
き

り
と
現
れ
て
、
疫
学
研
究
の
パ
ワ
ー
に
驚
く
ほ
ど
で
す
。

飲
酒
習
慣
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
、
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
高
め
、
虚
血
性
心
疾
患
の

リ
ス
ク
指
標
で
あ
る
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
比
率
を
効
果
的
に

下
げ
ま
す
。
特
に
日
本
人
男
性
は
少
量
の
ア
ル
コ
ー
ル

量
で
も
有
意
に
影
響
が
現
れ
て
い
ま
す
。
他
の
研
究
者

に
よ
る
研
究
結
果
に
お
い
て
も
同
様
な
結
果
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
私
ど
も
の
結
果
が
覆
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
お
酒
は
血
清
脂
質
に
良
い
影

響
を
与
え
、
虚
血
性
心
疾
患
の
予
防
に
も
貢
献
し
ま
す

が
、
１
日
２
～
３
ド
リ
ン
ク
ま
で
が
適
量
で
あ
り
、
そ

れ
以
上
の
飲
酒
は
肝
臓
に
負
担
を
か
け
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
極
力
注
意
が
必
要

で
す
。

　

私
ど
も
が
調
べ
た
要
因
以
外
に
、
血
清
脂
質
に
影
響

す
る
要
因
に
は
運
動
習
慣
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
毎
日
30

分
以
上
の
軽
い
運
動
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
高

め
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
食
生
活
も

血
清
脂
質
の
レ
ベ
ル
に
影
響
し
ま
す
。
肉
食
を
で
き
る

だ
け
避
け
て
魚
と
菜
食
を
中
心
に
す
る
こ
と
が
理
想
的

と
い
え
ま
す
。�Tsukasa�Namekata,�David�E.�Moore,�Kenji�

Suzuki,�Makoto�Mori,�Robert�H.�Knopp,�
Santica�M.�Marcovina,�Edward�B.�Perrin,�
Deborah�A.�Hughes,�Shuichi�Hatano,�Chikio�
Hayashi:�Biological�and�lifestyle�factors,�and�
lipid�and�lipoprotein�levels�among�Japanese�
Americans�in�Seattle�and�Japanese�men�in�
Japan.�International�Journal�of�Epidemiology,�
1997,�26:�1203-1213

　

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｔ
Ｃ
）
を
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
）
で
割
っ
た
比
率
は
虚
血
性
心

疾
患
あ
る
い
は
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
指
標
と
考
え
ら
れ
、

男
性
は
４
・
５
以
上
、
女
性
は
４
・
０
以
上
が
要
注
意
と

さ
れ
ま
す
。
表
５
の
重
回
帰
分
析
の
結
果
か
ら
、
Ｔ
Ｃ

／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
比
率
と
有
意
な
関
連
を
示
す
要
因
は
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
と
有
意
な
関
連
を
示
す
要
因
と
表
裏
一
体

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―

Ｃ
の
結
果
で
負
の
関
連
（
ま
た
は
正
の
関
連
）
を
示
し

た
要
因
は
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
比
率
の
結
果
で
逆
に
正

6Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
比
率

7結　

語

表５　ＴＣ / ＨＤＬ比率に影響を及ぼす要因

注：＋は増加する方向で有意；＋５％水準、＋＋１％水準、＋＋＋ 0.1％水準
－は減少する方向で有意；％水準、－－１％水準、－－－ 0.1％水準、
－ 0.05％水準
ｘは有意差なし（関連なし）　　＊該当者１名のため意義ある結果なし

説明変数（要因） 日系人男性 日系人女性 日本人男性
年齢 ｘ ＋＋＋ ｘ
ＢＭＩ＝�体重Kg÷（身長m）² ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋
血圧降下剤：非服用者に比較して ｘ ｘ ｘ
飲酒習慣：非飲酒者に比較して �
　週１ドリンク以下　 ｘ ｘ －－
　週１～６ドリンク ｘ －－ －－－
　日に１～２ドリンク －－－ －－ －－－
　日に３～５ドリンク －－－ － －－－
　日に５ドリンク以上 － ＊ －－－
喫煙習慣：非喫煙者に比較して �
　現喫煙者 ＋＋ ＋ ＋＋＋
　前喫煙者 ｘ ｘ ＋＋＋
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動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
要
因
と

予
防
す
る
要
因
は
何
か

日
本
人
の
健
康
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第４回

　
　
　
　

●
　
　
　
　
　

●

　
前
回
は
、
血
清
脂
質
の
レ
ベ
ル
が
ど
の
よ

う
な
個
人
特
性
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
要
因
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
血
清
脂
質
が
密
接
に
関
わ
っ
て

進
展
す
る
動
脈
硬
化
に
つ
い
て
の
研
究
結
果

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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動
脈
硬
化
と
は
、
動
脈
内
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
な
ど
が
付
着
し
、
徐
々
に
血
管
が
細
く

な
り
、
血
管
が
弾
力
性
や
柔
軟
性
を
失
っ
て
ゆ
く
状

態
で
す
。
こ
れ
が
心
臓
の
冠
動
脈
に
起
こ
る
と
、
心

臓
に
酸
素
と
栄
養
を
十
分
に
供
給
で
き
な
く
な
る
た

め
狭
心
症
の
発
作
を
起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
は
心

筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
て
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
動
脈
硬
化
が
脳
動
脈
に
起
こ
る
と
、
脳

梗
塞
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
若
い

時
か
ら
徐
々
に
進
行
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
推
定
す

る
方
法
が
あ
れ
ば
脳
・
心
血
管
疾
患
の
発
症
予
防
に

大
い
に
役
立
ち
ま
す
。
そ
の
方
法
が
日
本
健
康
増
進

財
団
で
長
年
採
用
さ
れ
て
き
た
大
動
脈
脈
波
測
定
法

（
今
は
そ
の
進
化
型
で
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
使
わ
れ
て

い
る
）
で
す
。

　

大
動
脈
脈
波
速
度(pulse w

ave velocity

、
略
し

て
Ｐ
Ｗ
Ｖ
と
呼
ぶ)

は
、
心
臓
が
収
縮
し
血
液
が
強

い
圧
力
（
血
圧
）
で
大
動
脈
に
押
し
出
さ
れ
る
時
に
、

弁
口
部
に
振
動
が
発
生
し
、
動
脈
壁
を
伝
播
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
伝
播
速
度
が
動
脈
の
柔
ら
か
さ
・
硬

さ
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
イ
ギ
リ
ス
の

研
究
者
が
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
何
と
今

か
ら
１
４
０
年
前
で
す
。
日
本
が
江
戸
時
代
か
ら
明

治
に
変
っ
た
頃
で
す
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
研
究

者
ら
が
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
研
究
を
続
け
ま
し
た
が
、
戦
後
、

Ｐ
Ｗ
Ｖ
と
動
脈
硬
化
と
の
関
連
を
究
明
し
、
Ｐ
Ｗ
Ｖ

を
測
定
す
る
装
置
を
開
発
し
た
の
が
、
慈
恵
医
大
の

研
究
者
ら
と
フ
ク
ダ
電
子
㈱
で
す
。
こ
の
装
置
で
は
、

Ｐ
Ｗ
Ｖ
が
心
臓
か
ら
右
側
の
股
動
脈
点
ま
で
伝
播
す

る
速
度
を
測
定
し
ま
す
。
Ｐ
Ｗ
Ｖ
は
血
管
が
柔
ら
か

い
と
ゆ
っ
く
り
伝
播
し
、
硬
い
と
速
く
伝
播
し
ま
す
。

私
は
日
本
労
働
文
化
協
会
（
今
は
日
本
健
康
増
進
財

団
と
改
名
）
に
研
究
協
力
を
お
願
い
し
、
米
国
の
シ

ア
ト
ル
日
系
人
を
対
象
に
し
た
研
究
を
１
９
８
９
年

に
開
始
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｗ
Ｖ
は
拡
張
期
血
圧
と
密
接

に
関
係
す
る
た
め
、
研
究
で
使
用
し
た
測
定
装
置
は

拡
張
期
血
圧
が
80m

m
H

g

で
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
測
定
値
が
出

せ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
、
個
人
間
で
の
比
較
と
集
団

間
で
の
比
較
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
図
１
は
、
生

前
の
Ｐ
Ｗ
Ｖ
測
定
値
と
死
後
の
大
動
脈
内
壁
の
写
真

を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
Ｐ
Ｗ
Ｖ
値
は
速
く
な
る
ほ

ど
動
脈
硬
化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

前
回
は
重
回
帰
分
析
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
が
、
こ
の
方
法
を
採
用
す
る
と
従
属
変
数
で
あ

る
Ｐ
Ｗ
Ｖ
と
年
齢
の
相
関
が
非
常
に
高
い
た
め
、
他

の
説
明
変
数
と
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
関
連
を
正
確
に
反
映
す
る

2統
計
解
析
方
法

1Ｐ
Ｗ
Ｖ
測
定
装
置

実
用
化
へ
の
経
緯

図１　生前のＰＷＶ値と死後の大動脈内壁の病理所見との関係

Ｐ Ｗ Ｖ �6.4m/ 秒

病理所見 �硬化所見なし

女性　22歳
Ｐ Ｗ Ｖ �8.3m/ 秒

病理所見 �アテロームが20～30%
を占めています。

男性　56歳

Ｐ Ｗ Ｖ �10.3m/ 秒

病理所見 �アテローム、潰瘍、石灰
化が80%を占めています。

女性　86歳
Ｐ Ｗ Ｖ �14.3m/ 秒

病理所見 �内膜全域に硬化所見を認
めています。

男性　62歳

引用：鈴木賢二、他．大動脈脈波速度検査法のかいせつ．�㈱フクダ電子�1988
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こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｗ
Ｖ
は
６・
０
ｍ
／
秒
以

下
か
ら
15
・
０
ｍ
／
秒
以
上
の
間
で
表
さ
れ
る
連
続

変
数
で
す
。
ど
れ
位
ま
で
が
正
常
値
で
ど
れ
位
以
上

が
異
常
値
な
の
か
を
示
し
、
説
明
変
数
も
層
別
化
し

て
、
正
常
値
に
比
べ
て
異
常
値
に
な
る
リ
ス
ク
は
ど

れ
位
に
な
る
の
か
を
推
定
で
き
れ
ば
わ
か
り
や
す
い

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
多
重
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

回
帰
分
析
を
採
用
し
ま
し
た
。
日
本
健
康
増
進
財
団

の
22
万
人
の
健
診
デ
ー
タ
に
基
づ
く
研
究
結
果
に
よ

る
と
、
60
歳
未
満
で
８
ｍ
／
秒
台
、
60
歳
以
上
で
は

９
ｍ
／
秒
台
で
、
そ
れ
ぞ
れ
動
脈
硬
化
性
疾
患
の
異

常
所
見
発
現
率
が
年
齢
別
の
平
均
発
現
率
よ
り
有
意

に
高
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
年
齢
60
歳
未
満
で
Ｐ
Ｗ
Ｖ
８・
０
ｍ
／
秒
以
上
を

異
常
、
年
齢
60
歳
以
上
で
は
Ｐ
Ｗ
Ｖ
９・
０
ｍ
／
秒

以
上
を
異
常
と
定
義
し
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分

析
を
用
い
る
た
め
に
従
属
変
数
で
あ
る
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
異

常
値
の
者
を
１
、
そ
れ
以
外
の
者
を
０
と
す
る
二
項

変
数
に
変
換
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
説
明
変

数
（
リ
ス
ク
要
因
）
に
お
け
る
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
異
常
値
出

現
リ
ス
ク
を
オ
ッ
ズ
比
と
し
て
算
出
で
き
ま
す
。
血

圧
を
例
に
と
る
と
、
血
圧
正
常
者
の
Ｐ
Ｗ
Ｖ
異
常
値

出
現
リ
ス
ク
を
１
と
す
る
と
高
血
圧
者
の
Ｐ
Ｗ
Ｖ
異

常
値
出
現
リ
ス
ク
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
推
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

シ
ア
ト
ル
市
に
在
住
の
日
系
人
を
対
象
に
し
て
、

ど
の
よ
う
な
要
因
が
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
の
か
、

調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

図
２
は
、
動
脈
硬
化
の
指
標
で
あ
る
Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
異

常
値
出
現
リ
ス
ク
を
動
脈
硬
化
関
連
要
因
ご
と
に
多

重
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
に
よ
っ
て
算
出
し
た

結
果
で
す
。
こ
の
分
析
方
法
で
は
基
準
グ
ル
ー
プ
を

設
定
し
、そ
の
リ
ス
ク
を
１
と
し
て
比
較
す
る
グ
ル
ー

プ
の
オ
ッ
ズ
比
を
算
出
し
ま
す
。
基
準
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
60
歳
以
下
に
比
べ
て
60
歳
以
上
に
な
る
と
、
Ｐ

Ｗ
Ｖ
異
常
値
出
現
リ
ス
ク
を
推
定
す
る
オ
ッ
ズ
比
は

３・
６
と
な
り
、
動
脈
硬
化
に
加
齢
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
60
歳
以

上
の
人
の
動
脈
硬
化
が
異
常
に
進
む
リ
ス
ク
は
、
60

歳
未
満
に
比
べ
て
３・６
倍
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
異
常
値
出
現
リ
ス
ク
（
動
脈
硬
化
が
異

常
に
促
進
さ
れ
る
リ
ス
ク
）
に
つ
い
て
は
、

① 

正
常
血
圧
者
に
比
べ
て
高
血
圧
者
で
の
リ
ス
ク
は

２
倍

② 

健
常
者
に
比
べ
て
糖
尿
病
の
方
の
リ
ス
ク
は
３
・

７
倍

③ 

虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
指
標
で
あ
る
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ

Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
が
４・
５
以
下
の
方
に
比
べ
て
４・
５
以

上
の
方
の
リ
ス
ク
は
１・６
倍

④ 

肥
満
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
27
以
下
の
肥
満
で
な

い
方
に
比
べ
て
27
以
上
で
肥
満
者
の
リ
ス
ク
は

１・
０
８
で
あ
り
、
１
に
近
く
、
両
者
の
間
に
有

意
差
は
な
く
、
こ
の
集
団
で
見
る
限
り
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は

動
脈
硬
化
に
影
響
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
ま
す
。

⑤ 

非
飲
酒
者
に
比
べ
て
現
飲
酒
者
の
リ
ス
ク
は
０
・

４
５
倍
、
す
な
わ
ち
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
が
45
％

も
低
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
前
飲
酒
者
の
リ
ス
ク

も
47
％
低
く
な
り
ま
す
。
こ
の
結
果
は
本
誌
第
37

号
で
紹
介
し
た
脂
質
と
飲
酒
習
慣
の
結
果
と
一
致

し
ま
す
。
飲
酒
習
慣
は
悪
玉
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
下
げ
、
善
玉
の
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
上
げ
、
虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
指
標
で
あ

る
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
比
率
を
効
果
的
に
下
げ
ま
す
。

結
果
的
に
、
飲
酒
習
慣
が
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る

よ
う
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
、
研
究
結
果
は
示

し
て
い
ま
す
。

⑥ 

非
喫
煙
者
に
比
べ
て
現
喫
煙
者
と
前
喫
煙
者
の
リ

ス
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
１・
４
７
倍
と
１・
６
５
倍
と
な

り
、
喫
煙
習
慣
は
動
脈
硬
化
を
促
進
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
前
回
の
本
誌
で
喫
煙
習
慣
が
悪
玉
の
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
と
中
性
脂
肪
値
を
上
昇

さ
せ
、
善
玉
の
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
ト
ロ
ー
ル
値
を
下

げ
る
と
述
べ
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
、
喫
煙
は

動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

3動
脈
硬
化
を

促
進
さ
せ
る
要
因
は
何
か

図２　シアトル日系人におけるＰＷＶ異常値出現リスクを推定するオッズ比

注）オッズ比はＢＭＩ以外が全て統計的に有意。
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3.6

1.65

1.47
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2.01

年齢 60歳以下対 60歳以上

正常血圧対高血圧

健常者対糖尿病者

ＴＣ/ＨＤＬ－Ｃ：4.5以下対4.5以上

ＢＭＩ：27以下対27以上

非飲酒者対現飲酒者

非飲酒者対前飲酒者

非喫煙者対現喫煙者

非喫煙者対前喫煙者
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て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
冠
動
脈
の

動
脈
硬
化
が
促
進
す
る
と
血
栓
が
詰
り
や
す
く
な
り
、

虚
血
性
心
疾
患
が
起
こ
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

本
研
究
に
参
加
し
た
日
系
人
は
88
％
が
ア
メ
リ
カ
生

ま
れ
の
ア
メ
リ
カ
育
ち
で
あ
り
、
12
％
の
一
世
も
ア

メ
リ
カ
に
永
住
し
て
い
る
人
達
で
す
か
ら
、
食
生
活

も
生
活
習
慣
も
ア
メ
リ
カ
人
の
そ
れ
と
同
じ
か
、
そ

れ
に
近
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活

習
慣
は
、
日
本
に
お
け
る
生
活
習
慣
よ
り
も
動
脈
硬

化
を
早
く
促
進
さ
せ
、
虚
血
性
心
疾
患
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
と
い
え
ま
す

　

シ
ア
ト
ル
日
系
人
を
対
象
に
、
大
動
脈
脈
波
速
度
（
Ｐ

Ｗ
Ｖ
）
を
用
い
て
大
動
脈
の
動
脈
硬
化
が
ど
の
よ
う
な

要
因
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
、
調
べ
ま
し
た
。
動

脈
硬
化
を
促
進
す
る
要
因
は
、
加
齢
（
特
に
60
歳
以
上

に
な
る
と
動
脈
硬
化
が
急
速
に
進
み
ま
す
）、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
（
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｃ
が
４
・
５

以
上
）、
喫
煙
習
慣
（
前
喫
煙
者
も
含
む
）
で
す
。
動
脈

硬
化
を
防
ぐ
要
因
は
、
飲
酒
習
慣
（
前
飲
酒
者
を
含
む
）

で
す
。
東
京
都
監
察
医
で
あ
っ
た
上
野
正
彦
氏
は
、
飲

酒
と
動
脈
硬
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
あ
ま
り
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
た
ち
が
年
を
と
る
と
心
臓

は
肥
大
気
味
に
な
り
、
冠
状
動
脈
に
硬
化
が
現
れ
て
、

心
筋
は
十
分
な
栄
養
が
と
れ
な
く
な
り
、
狭
心
症
や
心

筋
梗
塞
を
起
こ
し
や
す
い
危
険
な
状
態
に
な
る
。
と
こ

ろ
が
…
…
依
存
症
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
酒
を
飲
む
と
、
血

管
壁
に
水
分
が
た
ま
っ
て
動
脈
硬
化
と
同
じ
よ
う
に
、

心
筋
が
だ
め
に
な
る
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
極
端
は
よ
く
な

い
」

　

生
ま
れ
つ
き
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水
素
酵
素
が
少

な
く
、
お
酒
に
弱
い
人
は
、
無
理
し
て
飲
む
べ
き
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
お
酒
が
飲
め
る
人
は
１
日
1
合
、

グ
ラ
ス
一
杯
の
ワ
イ
ン
、
ま
た
は
ビ
ー
ル
1
缶
く
ら
い

で
し
た
ら
、
動
脈
硬
化
を
予
防
し
、
長
生
き
に
繋
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

日
系
人
の
動
脈
硬
化
が
日
本
人
よ
り
進
ん
で
い
る
の

は
、
肉
を
多
く
食
べ
る
た
め
に
脂
質
異
常
症
の
人
が
多

く
、
日
本
人
よ
り
運
動
量
が
少
な
く
、
飲
酒
習
慣
の
あ

る
人
が
日
本
人
よ
り
少
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
人
全
体
に
当
て
は
ま
り
ま

す
。

　

次
回
は
、
眼
底
カ
メ
ラ
検
査
に
よ
る
細
動
脈
の
動
脈

硬
化
に
関
す
る
研
究
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1. 鈴木賢二、他 .　動脈硬化に関する疫学研究（Ｉ）
―大動脈脈波速度と高血圧、眼底動脈病変動脈硬
化性変化、虚血性心電図変化との関連 .　動脈硬化　
1996；23(11):�715-720.

2.行方　令、David�Moore、鈴木賢二、籏野脩一、
林　知己夫、森　誠、安倍信行、長谷川元治.シア
トル日系アメリカ人における大動脈脈波速度と動脈
硬化リスク要因との関連に関する研究 .日本公衆衛
生雑誌　1997；44(12):�942-951

　

図
3
は
、
年
齢
の
影
響
を
除
い
た
Ｐ
Ｗ
Ｖ
異
常

値
出
現
率
を
表
し
ま
す
。
シ
ア
ト
ル
日
系
人
が

１
０
０
０
人
に
対
し
て
22
、
都
市
部
日
本
人
が
15
で

あ
り
、
こ
の
差
は
統
計
的
に
有
意
で
す
。
従
っ
て
、

動
脈
硬
化
は
日
系
人
の
方
が
都
市
部
日
本
人
よ
り
進

展
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
結
果
は
、
な
ぜ
ア

メ
リ
カ
人
の
虚
血
性
心
疾
患
死
亡
率
が
日
本
人
よ
り

高
い
の
か
と
い
う
疑
問
に
、
あ
る
程
度
答
え
て
く
れ

4
Ｐ
Ｗ
Ｖ
異
常
値
出
現
率
を

シ
ア
ト
ル
日
系
人
と

日
本
人
で
比
較

5結
語

図３　ＰＷＶ異常値出現率／1,000

15

25

20

15

10

5

0

22

都市部日本人 日系人
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眼
底
細
動
脈
の
動
脈
硬
化
を

促
進
す
る
要
因
は
何
か

日
本
人
の
健
康
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第５回

　
　
　
　
　
　

●
　
　
　
　
　

●

　
前
回
は
、
大
動
脈
の
動
脈
硬
化
が
ど
の
よ
う
な
個
人
特

性
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
要
因
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る

の
か
を
お
話
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
同
じ
遺
伝
子
を
持
つ

日
本
人
と
日
系
人
に
お
い
て
、
細
動
脈
の
動
脈
硬
化
の
頻

度
に
違
い
が
あ
る
の
か
、
動
脈
硬
化
の
促
進
因
子
と
い
わ

れ
る
糖
代
謝
異
常
や
高
血
圧
な
ど
の
合
併
が
ど
の
程
度
の

違
い
を
生
む
の
か
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
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大
動
脈
の
動
脈
硬
化
は
大
動
脈
脈
波
速
度
（pulse 

w
ave velocity, 

略
し
て
Ｐ
Ｗ
Ｖ
）
に
よ
っ
て
推
定

で
き
ま
す
が
、
細
動
脈
の
動
脈
硬
化
は
無
散
瞳
眼
底

カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
網
膜
の
写
真
を
撮
り
、
細
動
脈
と

細
静
脈
に
異
常
が
な
い
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。
眼

底
の
血
管
の
変
化
を
具
体
的
に
基
準
を
作
成
し
て
検

査
方
法
を
確
立
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
眼
科
医
ハ

ロ
ル
ド
・
シ
ャ
イ
エ
博
士
で
、
そ
れ
を
１
９
５
３
年

２
月
学
術
誌
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
欧

米
諸
国
に
比
べ
て
脳
血
管
疾
患
死
亡
率
が
格
段
に
高

い
こ
と
か
ら
シ
ャ
イ
エ
分
類
を
日
本
循
環
器
管
理

研
究
協
議
会
が
脳
卒
中
を
予
防
す
る
手
段
と
し
て
、

１
９
６
０
年
代
の
後
半
に
取
り
入
れ
、
集
団
検
診
で

眼
底
検
査
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
キ
ヤ

ノ
ン
社
は
無
散
瞳
眼
底
カ
メ
ラ
を
開
発
し
、
私
達
が

眼
底
写
真
を
迅
速
に
撮
れ
る
よ
う
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。
世
界
中
で
眼
底
検
査
を
集
団
検
診
で
実
施
し

て
い
る
国
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
画
期
的

な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

受
診
者
の
眼
底
写
真
を
熟
練
さ
れ
た
医
師
が
観
察

し
、
シ
ャ
イ
エ
分
類
に
従
っ
て
、
細
動
脈
に
異
常
が

な
い
か
ど
う
か
を
グ
レ
ー
ド
０
（
正
常
）、
グ
レ
ー

ド
Ｉ
（
軽
度
の
動
脈
硬
化
）
～

ＩＶ
（
重
度
の
動
脈
硬

化
）
と
し
て
判
定
し
ま
す
。
診
断
は
高
血
圧
性
変
化

（
Ｈ
所
見
）
と
動
脈
硬
化
性
変
化
（
Ｓ
所
見
）
の
二

通
り
あ
り
、
前
者
が
後
者
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
図
１
は
、
正
常
の
眼
底
写
真
と
細
動
脈

変
化
が
み
ら
れ
る
例
を
示
し
ま
す
。
こ
う
し
た
眼
底

細
動
脈
変
化
が
あ
る
人
は
将
来
脳
出
血
や
脳
梗
塞
を

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
過
去
の
研
究
で
報

告
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
日
本
で
は
、
健
診
で
眼

底
検
査
を
実
施
し
て
脳
血
管
疾
患
の
予
防
に
力
を
入

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
眼
底
検
査
の
診
断
基
準
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
で
き
ま
す
（https://w

w
w.jpm

1960.org/exam
/

exam
01/exam

09.htm
l

）。

　

対
象
は
、
シ
ア
ト
ル
日
系
人
男
性
６
５
０
名
と
日

本
人
男
性
３
、８
３
３
名
で
す
。
シ
ャ
イ
エ
分
類
で

グ
レ
ー
ド
II
以
上
を
細
動
脈
変
化
が
異
常
に
進
ん
で

い
る
者
（
以
下
、
異
常
者
と
す
る
）
と
し
、
グ
レ
ー

1日
本
で
の

眼
底
検
査
導
入
の
背
景

図１　眼底写真の観察例（日本健康増進財団荒井親雄医師提供）

Hemorrhage（bleeding）in�The�Retina

グレードⅢの高血圧性変化（高

度口径不同）やグレードⅣの

動脈硬化性変化（銀線動脈と

いわれる動脈硬化が進行し細

動脈が白く見える）その他眼

科所見（出血、視神経乳頭辺

縁部出血）が見られる。

眼底写真観察例　右眼

2眼
底
検
査
の
診
断
基
準 

3統
計
解
析
方
法

正常眼底（左目）

眼底写真観察例

乳頭

動脈 静脈

黄斑

鼻側 耳側

右眼

Arterial�Crossing�in�GradeⅡ
　グレードⅡ.　交叉現象

Hemorrhage�or�Bleeding　グレードⅢ.　網膜出血

Arterial�Reflex�in�GradeⅡ
　グレードⅡ.　動脈壁反射
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ド
Ｉ
以
下
の
者
を
正
常
者
と
し
ま
し
た
。
ま
ず
異
常

者
の
年
齢
別
頻
度
を
両
集
団
間
で
比
較
し
、
果
た
し

て
遺
伝
的
背
景
を
日
本
人
と
同
じ
く
す
る
日
系
人
の

細
動
脈
変
化
の
異
常
者
の
率
が
日
本
人
と
異
な
る
の

か
ど
う
か
を
調
べ
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
要
因
が
細
動
脈
の
変
化
に
影

響
し
て
い
る
か
を
見
る
た
め
に
、
正
常
者
を
０
、
異

常
者
を
１
と
す
る
二
項
変
数
に
し
て
、
そ
れ
を
従
属

変
数
と
し
ま
し
た
。
説
明
変
数（
独
立
変
数
）は
年
齢
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
高
血
圧
（
収
縮
期
血
圧≧

１
６
０m

m
H

g

ま
た
は
拡
張
期
血
圧≧
１
０
０m

m
H

g

）、
動
脈
硬

化
指
標
の
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
率
、

糖
代
謝
異
常
、
飲
酒
習
慣
、
喫
煙
習
慣
と
し
、
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

図
２
は
、
眼
底
細
動
脈
変
化
の
異
常
者
の
出
現
率

を
年
齢
別
に
、
シ
ア
ト
ル
日
系
人
男
性
と
都
市
部
日

本
人
男
性
と
の
間
で
比
較
し
た
も
の
で
す
。
両
集
団

と
も
加
齢
と
共
に
そ
の
異
常
者
出
現
率
は
高
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
60
歳
を
越
す
と
日
本
人
が
日
系
人

よ
り
も
高
く
な
り
、
70
歳
以
上
で
は
日
本
人
の
率

は
１
、０
０
０
人
に
対
し
て
２
８
５
・
７
、
日
系
人
は

１
７
１・
７
を
示
し
、
日
本
人
の
率
が
格
段
に
高
い

こ
と
が
明
白
で
す
。
全
体
で
比
較
す
る
際
に
は
、
ど

ち
ら
か
の
集
団
で
60
歳
以
上
の
男
性
が
多
い
と
異
常

者
出
現
率
が
高
く
な
り
、
２
集
団
を
比
較
し
て
も
高

齢
者
が
多
い
た
め
と
い
う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
両
集
団
の
年
齢
構
成
が
同
じ

に
な
る
よ
う
に
調
整
し
て
、
両
集
団
の
異
常
者
出
現

率
を
算
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、年
齢
を
調
整
（
訂

4結
果

正
）
し
た
上
で
の
率
は
日
系
人
男
性
が
１
、０
０
０

人
に
対
し
28
・
５
で
あ
る
の
に
比
べ
、
日
本
人
男
性

は
45
・
４
を
示
し
、
全
体
的
に
見
て
日
本
人
が
日
系

人
よ
り
１・６
倍
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

図２　シアトル日系人男性と都市部日本人男性における眼底細動脈変化異常者の
　　　出現率（1,000 人対）の比較

（注）全年齢を含む総数の率はシアトル日系人人口を基に年齢訂正をした。

　

図
３
は
、
眼
底
細
動
脈
変
化
に
関
連
す
る
要
因
を

オ
ッ
ズ
比
で
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
図
に
載
せ

た
要
因
以
外
に
飲
酒
習
慣
と
喫
煙
習
慣
も
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
に
加
え
た
の
で
す
が
、
統
計
的

に
有
意
と
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
図
に
は
示
し
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
分
析
方
法
で
は
、
各
要
因
ご
と
に
基

準
群
（
対
照
群
）
の
オ
ッ
ズ
比
を
１・
０
と
し
て
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
群
の
オ
ッ
ズ
比
を

比
較
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
指
標
で
あ
る
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ

Ｌ
―
Ｃ
４・５
未
満
の
オ
ッ
ズ
比
を
１・０
と
す
る
と
、

Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
４・５
以
上
で
は
日
本
人
男
性
の

オ
ッ
ズ
比
が
１・
２
と
な
り
、
有
意
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、日
系
人
男
性
は
２・５
と
な
り
、有
意
で
し
た
。

す
な
わ
ち
、
日
系
人
男
性
で
は
眼
底
細
動
脈
変
化
の

異
常
と
な
る
リ
ス
ク
が
Ｔ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ
４・５
未

満
に
比
べ
て
４・
５
以
上
で
は
２・
５
倍
に
な
る
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
同
様
に
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明

で
き
ま
す
。

◦�

眼
底
細
動
脈
変
化
の
異
常
と
な
る
リ
ス
ク
は
、

健
常
者
に
比
べ
て
糖
代
謝
異
常
者
は
日
本
人

男
性
で
４・
２
倍
、
日
系
人
男
性
で
４・
０
倍

で
す
。

◦�

眼
底
細
動
脈
変
化
の
異
常
と
な
る
リ
ス
ク
は
、

正
常
血
圧
者
に
比
べ
て
高
血
圧
者
は
日
本
人

で
３・９
倍
、
日
系
人
で
９・２
倍
で
す
。

◦�

眼
底
細
動
脈
変
化
の
異
常
と
な
る
リ
ス
ク
は
、

年
齢
60
歳
未
満
に
比
べ
て
60
歳
以
上
の
者
は

日
本
人
で
３・３
倍
、
日
系
人
で
５
倍
で
す
。

◦�

生
活
習
慣
要
因
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
飲
酒
習
慣
、

喫
煙
習
慣
は
有
意
に
至
ら
ず
、
眼
底
細
動
脈

変
化
と
の
関
連
は
薄
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■ 日系人男性　　　■ 日本人男性
300

250
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100

50

0
全年齢70 ～60 ～ 6950 ～ 5940 ～ 49＜40

0.0 4.0 0.0 2.5

37.0 37.6 42.3
67.1

171.7

285.7

28.5
45.4
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昔
か
ら
日
本
人
は
血
圧
が
高
い
か
ら
脳
卒
中
に
な

る
人
が
多
い
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
我
々
の

デ
ー
タ
で
は
日
本
人
男
性
の
収
縮
期
血
圧
の
平
均

は
１
３
０・
４ m

m
H

g

、
日
系
人
男
性
は
１
３
２・
４ 

m
m

H
g 

と
な
り
、
む
し
ろ
日
系
人
男
性
の
方
が
多
少

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
脳
血
管
疾
患
の
リ

ス
ク
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
重
大
な
リ
ス
ク

要
因
が
存
在
す
る
こ
と
を
日
系
人
と
日
本
人
と
の
比

較
が
示
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
日
本
人
に
お
け

る
脳
血
管
疾
患
死
亡
率
が
ア
メ
リ
カ
人
に
比
べ
て
男

性
で
２・
７
倍
、
女
性
で
１・
９
倍
も
高
い
と
い
う
事

実
を
あ
る
程
度
説
明
し
て
く
れ
て
い
ま
す
（『
い
き

い
き
健
康
だ
よ
り
』
第
35
号
〔
２
０
１
７
年
夏
号
〕

の
拙
者
執
筆
第
１
回
を
参
照
）。
日
本
人
の
細
動
脈

（
脳
動
脈
を
含
め
る
）
は
欧
米
に
比
べ
、
動
脈
硬
化

が
60
歳
を
過
ぎ
る
と
進
行
し
や
す
く
、
そ
の
た
め
脳

出
血
や
脳
梗
塞
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
生
ま
れ
つ
き
日
本
人
で
あ
る
か
ら
と

い
う
わ
け
で
な
く
、
食
生
活
習
慣
や
他
の
生
活
要
因

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
の
仮
説
と
し
て
日

本
人
の
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
量
が
日
系
人
を

含
む
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
少
な
く
、
日
本
人
の
細
動
脈

血
管
壁
を
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
弱
く
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
今
後
の
研
究
課

題
と
し
て
追
究
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

眼
底
細
動
脈
変
化
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
日
系

人
男
性
と
日
本
人
男
性
の
両
方
で
有
意
と
な
っ
た
要

因
が
加
齢
（
60
歳
以
上
に
な
る
こ
と
）、
高
血
圧
や

糖
代
謝
異
常
で
あ
り
、
若
い
時
か
ら
血
圧
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
血
糖
値
を
１
０
０
㎎
／
dL
以
下
に
抑

え
て
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
こ
と
が
細
動
脈
の
動
脈
硬

化
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
脳
出
血
や
脳
梗
塞
を
予
防
し
、
ま
た
虚
血
性

心
疾
患
を
も
予
防
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

1.�Harold�G.�Scheie:�Evaluation�of�ophthalmoscopic�
changes�of�hypertension�and�arteriolar� sclerosis.�
A.M.A.Archives�of�Ophthalmology,�1953;�49:117-138.

2.�T.�Namekata,�D.�Hughes,�C.�Arai,�D.�Moore,�K.�Suzuki,�
M.�Mori,�S.�Hatano,�C.�Hayashi,�M.�Hasegawa,�R.�
Knopp.�Arteriolar�sclerotic�or�hypertensive�changes�
in�the�retinal�artery�and�atherosclerotic�risk� factors�
in�Japanese�Americans�and�native�Japanese.�Paper�
presented�at�the�14th�International�Scientific�Meeting�
of� the� International�Epidemiological�Association� in�
Nagoya,�Japan,�Aug.27-30,�1996.

5結
語

図３　日系人及び日本人男性における眼底細動脈変化のリスクを推定するオッズ比

（注）図中の日本人男性 TC/HDL-C 以外の要因は全て p<0.001 で有意。
　　��飲酒習慣と喫煙習慣も解析に含めたが有意に至らなかった。

1.2TC/HDL-C：4.5 未満 対 4.5 以上

健常者 対 糖代謝異常者

正常血圧 対 高血圧

年齢 60 歳未満 対 60 歳以上

オッズ比 1197531

2.5

4.2
4.0

3.9
9.2

3.3
5.0

■ 日本人男性　　 ■ 日系人男性
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心
臓
踝
血
管
弾
性
指
標（
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）は

動
脈
硬
化
性
疾
患
及
び
そ
の
危
険
因
子
に

有
意
に
関
連
す
る
か

日
本
人
の
健
康
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第６回

　
　
　
　
　
　

●
　
　
　
　
　

●

　
本
シ
リ
ー
ズ
４
回
目
で
、
大
動
脈
脈
波
速
度
（
略

し
て
Ｐ
Ｗ
Ｖ
）
と
動
脈
硬
化
と
の
関
連
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
日
本
健
康
増
進
財
団
で
は
、

２
０
０
５
年
９
月
か
ら
Ｐ
Ｗ
Ｖ
測
定
装
置
に
代
わ
っ

て
心
臓
踝
血
管
弾
性
指
標
（
略
し
て
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
測

定
装
置
を
導
入
し
、
健
診
に
適
用
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
今
回
は
Ｐ
Ｗ
Ｖ
と
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
と
の
関
係
に
触

れ
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
ど
の
よ
う
に
動
脈
硬
化
性
疾
患
発

症
と
そ
の
リ
ス
ク
要
因
（
危
険
因
子
）
に
関
連
し
て

い
る
の
か
を
、
研
究
結
果
に
基
づ
い
て
お
話
し
ま
す
。 
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図１　CAVIの測定風景と測定部位の相違
　

Ｐ
Ｗ
Ｖ
は
大
動
脈
弁
口
部
か
ら
股
動
脈
拍
動
部
の

間
の
脈
波
伝
播
速
度
を
示
す
の
に
対
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｖ

Ｉ
値
は
大
動
脈
弁
口
部
か
ら
足
首
ま
た
は
踝
（
く
る

ぶ
し
）
ま
で
の
動
脈
脈
波
（
Ｐ
Ｗ
Ｖ
）
の
伝
播
速
度

で
あ
り
、
そ
れ
に
血
圧
と
血
管
弾
性
に
よ
る
補
正
調

整
を
加
え
た
も
の
で
、
測
定
時
の
血
圧
の
変
動
に
左

右
さ
れ
な
い
、
動
脈
そ
の
も
の
の
硬
化
指
標
を
示
し

ま
す
（
図
１
）。
同
一
被
検
者
の
Ｐ
Ｗ
Ｖ
と
Ｃ
Ａ
Ｖ

Ｉ
を
測
定
す
る
と
、０・８
以
上
（
完
全
な
一
致
は
１・

０
）
の
高
い
相
関
係
数
が
求
め
ら
れ
、
Ｐ
Ｗ
Ｖ
も
Ｃ

Ａ
Ｖ
Ｉ
も
動
脈
硬
化
を
示
す
有
効
な
指
標
で
あ
る
こ

と
が
い
く
つ
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は

測
定
者
の
技
術
に
あ
ま
り
左
右
さ
れ
ず
、
ま
た
測
定

時
の
血
圧
に
依
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の

方
が
優
れ
た
動
脈
硬
化
指
標
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
白
井
厚
治
先

生
が
、
本
誌
に
２
０
１
１
年
４
月
号
か
ら
２
０
１
２

年
１
月
号
ま
で
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
に
つ
い
て
の
解
説
を
掲

載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
２
０
０
６
年
ま
で
に
日
本
健
康

増
進
財
団
で
の
健
診
受
診
者
３
万
２
、６
２
７
名
を

対
象
に
、
男
女
年
齢
別
に
脳
心
血
管
疾
患
の
リ
ス
ク

を
有
す
る
者
（
高
リ
ス
ク
群
）
と
リ
ス
ク
を
有
し
な

い
者
（
健
常
者
群
）
に
分
け
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
平
均
値

を
比
較
し
ま
し
た
。
高
リ
ス
ク
と
す
る
基
準
は
、
収

縮
期
血
圧≧

１
４
０m

m
H

g

ま
た
は
拡
張
期
血
圧

≧
 

90 m
m

H
g

、 

脂
質
異
常
と
し
て
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル≧

２
４
０
㎎
／
dL
、
中
性
脂
肪≧

２
５
０
㎎
／
dL

ま
た
は
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
Ｈ
Ｄ
Ｌ
―
Ｃ≦ 

34 ㎎

／
dL
、 

糖
代
謝
異
常
と
し
て
血
糖
値≧

１
１
０
㎎
／

dL
ま
た
は
血
中
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ≧

５・
９
％
、

心
電
図
に
虚
血
性
変
化
が
み
ら
れ
る
、
眼
底
細
動
脈

に
異
常
が
み
ら
れ
る
な
ど
で
す
。

　

男
性
の
結
果
を
み
る
と
、
図
２
に
示
し
た
と
お
り
、

40
歳
以
後
高
リ
ス
ク
群
の
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
平
均
値
が
健

常
群
よ
り
有
意
に
高
く
な
り
、
そ
の
差
は
加
齢
に

伴
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
に
つ
い
て
も

同
様
な
結
果
が
得
ら
れ
、
脳
心
血
管
疾
患
の
リ
ス
ク

1Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
と

Ｐ
Ｗ
Ｖ
と
の
関
連

2動
脈
硬
化
リ
ス
ク
要
因

の
保
持
者
は
健
常
者
よ
り

Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
値
が
高
い

PWV

CAVI

図２　健常群と高リスク群のＣＡＶＩ平均値の比較
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Ｉ
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を
有
す
る
者
の
動
脈
硬
化
が
健
常
者
よ
り
も
加
齢
に

伴
っ
て
進
展
し
、
虚
血
性
心
疾
患
や
脳
梗
塞
を
発
症

す
る
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
に
よ
っ
て
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
発

症
の
危
険
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
ま
す
。

　

私
共
研
究
チ
ー
ム
は
こ
の
問
い
に
答
え
る
た

め
、
日
本
健
康
増
進
財
団
で
受
診
し
た
人
た
ち
の

デ
ー
タ
を
基
に
、
各
要
因
の
リ
ス
ク
を
数
値
で
表

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
対
象
は
２
０
０
６
年
１
月

か
ら
２
０
０
９
年
５
月
ま
で
に
受
診
し
た
男
性
９
、

８
８
１
名
、
女
性
１
万
２
、０
３
３
名
で
す
。

　

ま
ず
、
性
年
齢
別
に
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
平
均
値
と
標
準

偏
差
値
を
求
め
、
次
に
既
往
歴
と
心
電
図
か
ら
虚

血
性
心
疾
患
の
者
の
頻
度
を
性
年
齢
別
に
求
め
ま
し

た
。
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
（
平
均
値
±
１
／
２
～
1
標
準
偏

差
値
）
の
分
布
を
調
べ
、
虚
血
性
心
疾
患
の
頻
度
が

上
昇
す
る
点
（
平
均
値
＋
１
標
準
偏
差
値
）
以
上
を

Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
異
常
者
、
そ
れ
未
満
を
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
正
常
者

と
し
、
対
象
者
の
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
値
を
二
項
変
数
に
変
換

し
ま
し
た
。
ま
た
、
虚
血
性
心
疾
患
の
者
を
１
、
そ

れ
以
外
の
者
を
０
と
し
て
従
属
変
数
に
し
、
Ｃ
Ａ
Ｖ

Ｉ
を
含
め
た
脳
心
血
管
疾
患
リ
ス
ク
要
因
を
説
明
変

数
と
し
、
多
重
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
分
析
方
法
に
つ
い
て
は
本
シ
リ
ー
ズ

４
回
目
（
２
０
１
８
年
春
／
第
38
号
）
で
も
紹
介
し

ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
異
常
値
に
対
す
る
虚
血
性
心
疾
患
が
出

現
す
る
リ
ス
ク
を
オ
ッ
ズ
比
に
よ
っ
て
推
定
し
た
結

果
は
、
図
３
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が

正
常
値
で
あ
る
者
に
比
べ
て
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
異
常
値
の
者

は
、
虚
血
性
心
疾
患
の
出
現
す
る
リ
ス
ク
が
、
男
性

は
３
・
８
７
倍
で
あ
り
、
女
性
は
１
・
４
５
倍
と
な

り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
動
脈
硬
化
が
異
常
に
進
ん

で
い
る
人
は
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に
な
る
可
能
性
が

高
い
と
い
え
ま
す
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
５
回
目
で
は
、
眼
底
細
動
脈
の
動
脈

硬
化
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
が
、
で
は
中
大
動
脈

の
動
脈
硬
化
の
指
標
で
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
と
関
連
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？　

こ
の
研
究
デ
ー
タ
に
は
眼
底

検
査
結
果
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
問
い
に

答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
眼
底
写
真
を
観
察
し
て

異
常
を
１
、
正
常
を
０
と
し
、
そ
れ
を
従
属
変
数
と

し
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
含
め
た
他
の
リ
ス
ク
要
因
を

説
明
変
数
と
し
て
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を

実
施
し
ま
し
た
。
図
４
が
そ
の
結
果
で
す
。
眼
底
細

動
脈
硬
化
が
出
現
す
る
リ
ス
ク
は
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
正
常

群
に
比
べ
て
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
異
常
群
で
は
男
性
が
１
・

２
４
倍
、
女
性
が
１・
３
７
倍
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

中
大
動
脈
の
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、
眼
底
細
動

脈
の
動
脈
硬
化
も
進
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

眼
底
細
動
脈
は
脳
動
脈
の
先
端
に
当
た
り
ま
す
の

で
、
そ
の
動
脈
硬
化
の
関
連
性
は
脳
動
脈
に
も
い
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
高
値
は

虚
血
性
心
疾
患
発
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
か 

4Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は

眼
底
細
動
脈
硬
化
と

有
意
に
関
連
す
る

図３　CAVI異常群における虚血性心疾患
　　　の出現リスクを推定するオッズ比

図４　CAVIに異常群における眼底細動脈硬化
異常の出現リスクを推定するオッズ比
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白
井
厚
治
先
生
が
「
糖
尿
病
は
、
動
脈
硬
化
を
進

め
る
最
大
の
要
因
で
あ
り
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
が
顕
著
に
高

い
値
を
示
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
私

ど
も
の
研
究
結
果
で
も
、
糖
代
謝
が
正
常
で
あ
る
者

に
比
べ
て
、
糖
代
謝
異
常
者
（
糖
尿
病
患
者
を
含
む
）

の
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
異
常
値
出
現
リ
ス
ク
は
男
性
10
倍
、
女

性
８・
４
倍
と
な
り
、
糖
代
謝
を
正
常
に
保
つ
こ
と

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
す
。
前
（
プ
レ
）
糖
尿
病

（
糖
尿
病
予
備
群
）
と
糖
尿
病
が
出
現
す
る
リ
ス
ク

は
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
正
常
群
に
比
べ
て
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
異
常
群

で
そ
れ
ぞ
れ
男
性
１・
２
９
倍
と
２・
４
１
倍
、
女
性

１・
１
４
倍
と
２・
５
２
倍
と
な
り
ま
し
た
（
図
５
）。

と
い
う
こ
と
は
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
測
定
値
が
異
常
で
あ

れ
ば
、
前
糖
尿
病
か
糖
尿
病
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

と
い
え
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
測
定
値
が
異
常
に
高
い
場

合
、
血
糖
値
を
調
べ
、
糖
代
謝
異
常
が
な
い
か
ど
う

か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、疫
学
研
究
者
の
立
場
か
ら
、Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
と

動
脈
硬
化
関
連
疾
患
及
び
リ
ス
ク
要
因
と
の
関
連
を
、

今
ま
で
の
研
究
結
果
に
基
づ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
、
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
測
定

値
は
連
続
変
数
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
二
項
変
数
や

層
別
化
し
た
変
数
に
変
換
す
る
こ
と
で
、
関
連
疾
患

の
リ
ス
ク
を
数
値
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
に
つ
い
て
の
疫
学
や
統
計
分
析
の
新

し
い
分
野
を
開
拓
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
の
死
亡
統
計
を
見
ま
す
と
、
心
疾
患

と
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡
者
数
は
31
万
４
、０
４
７

人
で
、
全
死
亡
者
数
の
23
・
４
％
を
占
め
、
が
ん
死

亡
に
次
い
で
２
番
目
に
多
い
病
気
で
す
。
動
脈
硬
化

性
疾
患
で
あ
る
虚
血
性
心
疾
患
や
脳
卒
中
は
あ
る
程

度
防
止
で
き
る
も
の
で
す
し
、
効
率
的
な
予
防
に
Ｃ

Ａ
Ｖ
Ｉ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
白
井
厚
治
先
生

が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
１
年
に
１
回
だ

け
で
な
く
、
３
～
６
カ
月
ご
と
に
測
定
し
、
Ｃ
Ａ
Ｖ

Ｉ
が
上
昇
し
た
際
に
は
体
重
・
糖
尿
病
・
血
圧
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
構
成
要
因
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
よ
り
強
化
す
る
な
ど
、
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ

を
指
標
に
し
た
生
活
習
慣
病
の
指
導
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
が
予
防
で
き
ま
す
。
医

師
を
初
め
と
す
る
医
療
関
係
者
や
健
診
に
携
わ
る

方
々
の
一
層
の
努
力
に
期
待
す
る
次
第
で
す
。

　　

次
回
は
、
我
々
が
シ
ア
ト
ル
で
行
っ
た
胃
が
ん
の

リ
ス
ク
要
因
に
関
す
る
疫
学
研
究
結
果
を
中
心
に
ご

紹
介
し
ま
す
。

1.�Namekata�T,�Suzuki�K,� Ishizuka�N,�Shirai�K.�:�Establishing�baseline�criteria�of�cardio-
ankle�vascular�index�as�a�new�indicator�of�arteriosclerosis:�a�cross-sectional�study.�BMC�
Cardiovascular�Disorders:�2011;�11:51,�http://www.biomedcentral.com/1471-2261/11/51

2.�Namekata�T,�Suzuki�K,� Ishizuka�N,�Nakata�M,�Shirai�K.�:�Association�of�cardio-ankle�
vascular� index�with�Cardiovascular�Disease�Risk�Factors�and�coronary�heart�disease�
among�Japanese�urban�workers�and�their�families.�J�Clinical�Experimental�Cardiology:�
2012;�10.4172/2155-9880.S1-003� �https://www.omicsonline.org/open-access/
association-of-prediabetes-and-diabetes-mellitus-with-cardiovascular-disease-
risk-factors-among-japanese-urban-workers-and-their-families-a-cross-sectional-
study-2161-1165.1000157.php?aid=26588

3.�Namekata�T,�Shirai�K,�Nakata�M,�Suzuki�K,�Arai�C,� Ishizuka�N.� :�Association�of�
prediabetes�and�diabetes�mellitus�with�cardiovascular�disease� risk� factors�among�
Japanese�urban�workers�and�their�families:�A�cross-�sectional�study.�Epidemiology�Open�
Access:�2014;�4:�157.�doi:�http://dx.doi.org/10.4172/2161-1165.1000157

4.�Namekata�T,�Shirai�K,�Tanabe�N,�Miyanishi�K,�Nakata�M,�Suzuki�K,�Arai�C,�Ishizuka�N.:�
Estimating�the�extent�of�subclinical�arteriosclerosis�of�persons�with�prediabetes�and�
diabetes�mellitus�among�Japanese�urban�workers�and�their�families:�a�cross-sectional�
study.�BMC�Cardiovascular�Disorders:�2016;�16:52.�DOI�10.1186/s12872-016-0230-6��
http://bmccardiovascdisord.biomedcentral.com/articles/10.1186/s12872-016-0230-6

6結
語

5Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
糖
代
謝
異
常

及
び
糖
尿
病
と

密
接
に
関
連
す
る

図５　CAVIに異常群における前糖尿病及び糖尿病の
出現リスクを推定するオッズ比 
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シ
ア
ト
ル
在
住
日
系
人
に
お
け
る

胃
が
ん
リ
ス
ク
要
因
の
調
査
結
果
か
ら

日
本
人
の
健
康
を
考
え
る 

日
本
人
の
健
康
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第７回

　
　
　
　
　
　

●
　
　
　
　
　

●

　
シ
ア
ト
ル
市
で
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
要
因
を
調
査
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
１
９
９
３
年
『
厚
生
の
指
標
』〔（
一
財
）

厚
生
労
働
統
計
協
会
刊
〕
に
載
っ
た
論
文
に
遭
遇
し
た
こ
と

で
す
。
そ
こ
に
は
、
血
中
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
を
調
べ
る
こ
と
で
、

胃
が
ん
の
前
駆
症
状
で
あ
る
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
が
診
断
で
き

る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
同
年
９
月
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
た
国
際
疫
学
会
で
研
究
発
表
し
た

時
、
そ
の
論
文
の
著
者
で
あ
る
稲
葉
裕
教
授
（
当
時
順
天
堂

大
学
在
職
）
に
、
シ
ア
ト
ル
市
で
日
系
人
を
対
象
に
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
を
調
べ
て
み
た
い
と
お
話
し
た
と
こ
ろ
、
次
に
東
京
に

来
る
際
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
測
定
法
を
考
案
さ
れ
た
三
木
一
正

先
生
を
ご
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
翌
年

東
京
で
三
木
先
生
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
シ
ア
ト
ル

で
の
調
査
研
究
が
実
現
し
た
と
い
う
次
第
で
す
。 
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過
去
長
い
間
、
胃
が
ん
が
発
症
す
る
原
因
に
つ
い
て

は
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
が
解
明
で
き
ず
、
胃
が
ん
は

特
に
日
本
人
に
多
い
こ
と
か
ら
日
本
人
の
食
生
活
や

生
活
習
慣
が
胃
が
ん
の
発
症
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
人
は
漬
物

や
味
噌
汁
を
よ
く
摂
取
す
る
こ
と
か
ら
、
塩
分
が
原

因
だ
ろ
う
と
か
、
焦
げ
た
魚
や
肉
を
食
べ
る
こ
と
が
原

因
で
あ
ろ
う
と
か
、
あ
る
い
は
日
本
人
男
性
は
よ
く
タ

バ
コ
を
吸
う
か
ら
喫
煙
が
原
因
だ
ろ
う
と
か
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
原
因
と
し
て
疑
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

胃
が
ん
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ォ
レ

ン
博
士
と
マ
ー
シ
ャ
ル
博
士
が
１
９
８
２
年
に
胃

潰
瘍
患
者
の
胃
液
か
ら
ピ
ロ
リ
菌
（H

elicobacter 
pylori

：
図
１
）
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
酸
性
度
の
強
い
胃
の
中
で
バ
ク
テ
リ

ア
な
ど
が
生
き
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
と
信
じ
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。
マ
ー
シ
ャ
ル
博
士
が
ピ
ロ
リ
菌
を

発
見
し
た
の
は
、
胃
潰
瘍
患
者
の
胃
液
を
培
養
し
て

い
る
と
き
、
休
日
が
挟
ま
っ
て
取
り
出
す
の
が
１
日

遅
れ
た
た
め
に
、
ピ
ロ
リ
菌
の
培
養
が
成
功
し
た
と

語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
偶
然
が
偉
大
な
発
見

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。
ピ

ロ
リ
菌
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
除
菌
す

る
抗
生
物
質
が
開
発
さ
れ
、
胃
潰
瘍
は
ピ
ロ
リ
菌
を

除
菌
す
る
こ
と
で
完
治
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
に
ピ
ロ
リ
菌
発
見
の
功
績
が
認
め
ら
れ

て
、
ウ
ォ
レ
ン
博
士
と
マ
ー
シ
ャ
ル
博
士
は
ノ
ー
ベ

ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
発
見
に
伴
い
、
ピ
ロ
リ
菌
は
胃
が
ん

の
発
生
機
序
に
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

多
く
の
日
本
人
が
ピ
ロ
リ
菌
に
、
幼
少
時
知
ら
な
い

う
ち
に
感
染
し
、
胃
の
中
に
住
み
着
い
て
活
発
化
す

る
と
、
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
壁
に
炎
症
を
起
こ
し
、
胃
潰

瘍
の
原
因
に
な
り
ま
す
が
、
大
部
分
の
感
染
者
は
無

症
状
で
す
。
何
十
年
と
い
う
長
い
時
間
を
か
け
て
、

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
壁
細
胞
を
が
ん
細
胞
に
変
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
前
駆
症
状
が
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
で
あ
り
、

三
木
先
生
は
こ
れ
を
血
液
検
査
で
診
断
す
る
ペ
プ

シ
ノ
ゲ
ン
測
定
法
を
開
発
さ
れ
、
そ
の
業
績
に
よ
り

２
０
０
５
年
に
朝
日
が
ん
大
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ア
ト
ル
市
で
１
９
９
４
年
に
実
施
し
た
健
診
参

加
日
系
人
男
性
４
１
５
名
と
女
性
３
６
１
名
を
対
象

に
、
血
液
検
査
に
よ
る
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
の
有
無
を
、

次
に
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
に
よ
っ
て
慢
性
萎
縮
性
胃
炎

の
有
無
を
調
べ
ま
し
た
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
は
蛋
白
質

の
分
解
酵
素
ペ
プ
シ
ン
の
前
駆
体
で
、
そ
の
99
％
は

胃
内
腔
に
分
泌
さ
れ
ま
す
が
、
１
％
は
血
液
中
に
流

入
し
ま
す
。
血
中
の
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
濃
度
は
食
事
な

ど
の
影
響
を
受
け
ず
一
定
で
す
が
、
慢
性
萎
縮
性
胃

炎
や
胃
が
ん
を
患
う
と
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
の
分
泌
が

阻
害
さ
れ
、
血
中
の
濃
度
が
減
少
し
ま
す
。
減
少
の

程
度
に
基
準
を
設
け
る
と
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
の
有
無

が
診
断
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

図
２
と
図
３
は
、
日
系
人
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
と

慢
性
萎
縮
性
胃
炎
有
症
率
を
年
齢
別
に
示
し
ま
す

が
、
男
女
と
も
に
加
齢
に
し
た
が
っ
て
上
昇
し
ま
す
。

男
女
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
と
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
有
症

率
は
64
歳
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
65
歳
以
上
で

は
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
は
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
者
が
ど
れ
く

ら
い
の
割
合
で
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
図
4
で
す
。
64

歳
ま
で
は
男
女
と
も
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
す
が
、
65
歳

を
過
ぎ
る
と
男
女
差
が
大
き
く
な
り
、
ピ
ロ
リ
菌
感

染
者
中
で
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
者
の
割
合
は
65
～
74
歳

で
男
性
77
・
５
％
、
女
性
45
・
４
％
、
75
歳
以
上
で

は
男
性
85
・
７
％
、
女
性
63
・
６
％
と
、
圧
倒
的
に

男
性
の
ほ
う
が
高
い
割
合
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
男
性
の
胃
が
ん
死
亡
率
が
女
性
よ
り
も
高
い
と
い

1研
究
の
背
景

2シ
ア
ト
ル
市
で
の

日
系
人
を
対
象
に
し
た

胃
が
ん
リ
ス
ク
要
因
の

調
査

図１　ピロリ菌
 　　　（Helicobacter pylori）

ピロリ菌は長さ約3μmで直径
約0.5μmのバクテリア。

引用：Wikipedia,�the�free�encyclopedia

3日
系
人
の

ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
と

慢
性
萎
縮
性
胃
炎
の

有
症
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
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う
事
実
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
系
人
の
胃
が
ん
死
亡
統
計
は
ア
メ
リ
カ
で
は
集

計
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年
の
日
本
人
の
胃
が

ん
死
亡
率
は
人
口
10
万
人
あ
た
り
男
性
49
・
０
に
対

し
て
女
性
は
24
・
４
で
す
。
男
性
の
胃
が
ん
死
亡
率

は
女
性
の
２
倍
で
す
。

　

日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
、
１
０
０
年
以
上
前
に
移

民
し
て
成
り
立
っ
た
日
系
人
集
団
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染

率
と
萎
縮
性
胃
炎
率
は
、
日
本
人
と
ど
れ
く
ら
い
違

う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

京
都
府
立
医
科
大
学
の
渡
邊
能
行
教
授
（
当
時
）

の
ご
協
力
を
得
て
、
１
９
８
７
年
に
京
都
府
Ｋ
町
で

実
施
し
た
健
診
参
加
者
１
、３
９
３
名
を
比
較
対
照

集
団
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
図
５
の

ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ピ
ロ
リ

菌
感
染
率
は
、
日
本
人
が
50
歳
未
満
の
65
％
か
ら

50
～
64
歳
の
79
％
の
間
に
位
置
す
る
の
に
、
日
系
人

は
50
歳
未
満
の
15
％
か
ら
70
歳
以
上
の
47
％
の
間
で

す
。
日
本
人
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
が
圧
倒
的
に
高
い

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

図
６
は
、
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
有
症
率
の
比
較
で
す
。

両
集
団
と
も
加
齢
に
し
た
が
っ
て
有
症
率
が
上
昇
し

て
い
ま
す
が
、
特
に
日
系
人
は
そ
の
傾
向
が
ピ
ロ
リ

菌
感
染
率
同
様
、
顕
著
で
す
。
ピ
ロ
リ
菌
の
高
い
感

染
率
を
反
映
し
て
日
本
人
の
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
有
症

率
が
各
年
齢
層
を
通
じ
て
日
系
人
よ
り
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
違
い
は
、
日
本
人
と

ア
メ
リ
カ
人
の
胃
が
ん
死
亡
率
の
大
差
を
裏
付
け
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
人
の
胃
が
ん
死
亡
率

は
人
口
10
万
人
あ
た
り
男
性
49
・
０
、
女
性
24
・
４

に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
は
男
性
４・５
、
女
性
３
・

１
で
す
。

　

慢
性
萎
縮
性
胃
炎
の
リ
ス
ク
を
推
定
す
る
た
め

に
、
シ
ア
ト
ル
日
系
人
と
京
都
府
Ｋ
町
の
住
民
を
対

5慢
性
萎
縮
性
胃
炎
の

リ
ス
ク
を
高
め
る

要
因
は
何
か

4日
系
人
と
日
本
人
を

比
べ
る
と
…
…

図２　日系人男性のピロリ菌感染率
　　　と慢性萎縮性胃炎有症率
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図４　ピロリ菌感染者中における
　　　 慢性萎縮性胃炎有症者の割合（％） 
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図３　日系人女性のピロリ菌感染率
　　　と慢性萎縮性胃炎有症率 

％
60

50

40

30

20

10

0
年齢＜50歳　　50～64歳　　65～74歳　　≧75歳

■ピロリ菌感染率　■慢性萎縮性胃炎有症率

15.2

2.0

15.5

32.8

44.0

20.0

57.9

36.8

図５　日系人と日本人の
　　　ピロリ菌感染率（％） 
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図６　日系人と日本人の
　　　慢性萎縮性胃炎有症率（％）
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象
に
し
て
多
重
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
適
用

し
ま
し
た
。
こ
の
分
析
方
法
に
つ
い
て
は
本
稿
シ

リ
ー
ズ
の
４
回
目
を
参
照
く
だ
さ
い
。
図
７
は
、
慢

性
萎
縮
性
胃
炎
を
従
属
変
数
と
し
て
、
そ
の
リ
ス
ク

を
推
定
し
た
オ
ッ
ズ
比
を
示
し
ま
す
。
シ
ア
ト
ル

日
系
人
で
は
、
年
齢
50
歳
未
満
（
オ
ッ
ズ
比
１・
０
）

に
比
べ
て
50
歳
以
上
の
年
齢
層
の
リ
ス
ク
が
そ
れ
ぞ

れ
６・
４
倍
、16
・
９
倍
、30
・
１
倍
と
大
変
高
く
現

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
50
歳
未
満
の
慢
性
萎
縮
性

胃
炎
有
症
者
が
極
端
に
少
な
い
た
め
で
す
。
ピ
ロ
リ

菌
よ
り
年
齢
が
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
と
胃
が
ん
の
リ
ス

ク
要
因
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
京
都
府
日
本
人
の
50
歳
以
上
の
慢
性
萎
縮

性
胃
炎
の
リ
ス
ク
は
50
歳
未
満
に
比
べ
て
１・
９
倍
、

２・
２
倍
、３・
１
倍
と
な
り
、加
齢
と
と
も
に
リ
ス

ク
が
徐
々
に
上
昇
す
る
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　

京
都
府
日
本
人
の
デ
ー
タ
に
は
親
の
胃
が
ん
歴
の

情
報
が
あ
り
、
親
が
胃
が
ん
に
罹
っ
た
こ
と
が
あ
る

場
合
、
な
し
に
比
べ
て
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
に
な
る
リ

ス
ク
が
１・
６
倍
で
す
。
こ
れ
は
親
の
が
ん
に
な
り

や
す
い
体
質
よ
り
も
同
じ
環
境
で
育
っ
た
た
め
に
ピ

ロ
リ
菌
に
感
染
し
、
子
ど
も
も
成
人
し
て
か
ら
慢
性

萎
縮
性
胃
炎
に
な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

シ
ア
ト
ル
日
系
人
に
は
、
過
去
に
日
本
で
ど
れ
く

ら
い
の
期
間
住
ん
で
い
た
か
を
質
問
し
ま
し
た
。
日

本
で
の
居
住
歴
１
年
未
満
に
比
べ
て
20
年
以
上
の
居

住
者
の
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
の
リ
ス
ク
は
４・
５
倍
と

な
り
、
日
本
で
長
く
生
活
し
た
こ
と
で
ピ
ロ
リ
菌
に

感
染
し
、
後
年
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
に
な
る
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

日
系
人
の
加
齢
の
リ
ス
ク
を
除
く
と
、
ピ
ロ
リ
菌

感
染
者
に
お
け
る
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
の
リ
ス
ク
は
非

感
染
者
に
比
べ
て
日
本
人
が
７・
８
倍
、
日
系
人
が

10
・
１
倍
と
な
り
、
リ
ス
ク
要
因
の
中
で
は
最
も
高

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。
分
析
に
喫
煙
習
慣
と
飲

酒
習
慣
を
加
え
ま
し
た
が
、
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
と
の

関
連
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
共
の
シ
ア
ト
ル
日
系
人
に
お
け
る
ピ
ロ
リ
菌

と
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
の
研
究
が
、
ア
メ
リ
カ
疫
学
誌

（Am
erican Journal of Epidem

iology
）に
発
表
さ

れ
た
の
が
２
０
０
０
年
で
す
。
５
年
後
の
２
０
０
５

年
に
ピ
ロ
リ
菌
を
発
見
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ウ
ォ
レ
ン
博
士
と
マ
ー
シ
ャ
ル
博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
の
研
究

は
ピ
ロ
リ
菌
と
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
と
の
関
連
を
疫
学

的
に
解
析
し
、
ピ
ロ
リ
菌
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性

に
着
目
し
た
こ
と
で
、
少
し
は
学
術
的
に
貢
献
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
健

康
増
進
財
団
の
理
事
長
で
あ
る
三
木
一
正
先
生
が

２
０
０
５
年
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
測
定
法
の
確
立
と
普
及

の
功
績
に
よ
り
、
朝
日
が
ん
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ

と
は
、
三
木
先
生
に
シ
ア
ト
ル
の
研
究
を
支
援
し
て

い
た
だ
い
た
だ
け
に
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

本
研
究
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染

率
が
低
い
こ
と
を
反
映
し
て
、
シ
ア
ト
ル
日
系
人
の

ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
は
日
本
人
よ
り
相
当
低
く
、
そ
の

た
め
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
有
症
率
も
日
本
人
よ
り
格
段

に
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
慢
性
萎
縮

性
胃
炎
の
リ
ス
ク
は
、
第
一
に
ピ
ロ
リ
菌
、
そ
れ
以

外
に
加
齢
、
親
の
胃
が
ん
歴
（
日
本
人
）、
日
本
で

の
長
期
居
住
（
日
系
人
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

次
回
は
、
私
ど
も
が
シ
ア
ト
ル
で
日
系
人
を
含
め

た
ア
ジ
ア
系
移
民
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
ピ
ロ
リ
菌

と
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
に
関
す
る
疫
学
研
究
結
果
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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College�of�Gastroenterology� in�Seattle,�
Washington,�October�20-22,�2002.

6結
語

図７　シアトル在住日系人と京都府日本人における
　　　慢性萎縮性胃炎のリスクを推定するオッズ比

　（注）親の胃がん歴あり（p＜0.10）以外のオッズ比はp＜0.05で有意

■日系人　■日本人

年齢 50歳未満
50～64歳
65～74歳
75歳以上

ピロリ菌感染なし
あり

親の胃がん歴なし
あり

日本での居住歴：１年未満
20 年以上
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米
国
シ
ア
ト
ル
市
の
ア
ジ
ア
系
移
民
に
お
け
る

胃
が
ん
リ
ス
ク
要
因
の
調
査
結
果

日
本
人
の
健
康
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第8回

1は
じ
め
に

　

前
回
は
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
要
因
に
つ
い
て
、
シ
ア

ト
ル
市
在
住
の
日
系
人
と
日
本
人
の
間
で
ど
の
よ
う

な
違
い
が
あ
る
の
か
を
お
話
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

シ
ア
ト
ル
市
在
住
の
ア
ジ
ア
系
移
民
（
中
国
系
、
韓

国
系
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
、
ベ
ト
ナ
ム
系
、
日
系
）
を

対
象
に
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
要
因
を
調
査
し
た
結
果

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
日
系
人
以
外
の
ア
ジ
ア
系
移
民

集
団
を
対
象
に
、
ピ
ロ
リ
菌
と
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
に

つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
調
査
す
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
す
。
私
ど
も
の
調
査
結
果
が
こ
れ
ら
の
移
民
集

団
に
対
し
て
、
今
後
の
胃
が
ん
予
防
対
策
の
指
針
と

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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調
査
は
、
２
０
０
４
年
か
ら
２
０
０
５
年
に
か
け

て
、
ア
ジ
ア
系
移
民
関
連
団
体
及
び
協
会
に
呼
び
か

け
、
説
明
会
を
行
い
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
胃
が
ん
検
診
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
割
合
関
心
が
高
く
、
男
性
３
９
６
名
・
女
性

６
０
３
名
が
調
査
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
年
齢
、

性
、
出
生
地
、
世
代
、
胃
が
ん
の
家
族
歴
、
１
世
の

場
合
は
渡
米
年
、
生
活
習
慣
な
ど
を
含
む
英
語
の
質

問
票
を
作
成
し
、
日
本
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
に
翻
訳
し
、
調
査
参
加
者

の
母
国
語
に
合
わ
せ
て
質
問
票
に
記
入
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

慢
性
萎
縮
性
胃
炎
を
調
べ
る
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
測
定

法
が
ア
メ
リ
カ
で
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の

検
査
を
ア
メ
リ
カ
の
検
査
機
関
に
依
頼
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
東
京
に
本
社
を
置
く
栄
研
化

学
株
式
会
社
（
略
し
て
栄
研
）
に
協
力
を
依
頼
し
ま

し
た
。
栄
研
は
濾
紙
に
手
指
か
ら
４
滴
の
血
液
を
採

取
し
、
ピ
ロ
リ
菌
と
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
の
有
無
を
検

査
す
る
キ
ッ
ト
と
試
薬
を
開
発
し
て
お
り
、
こ
の
検

査
に
よ
っ
て
正
確
に
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無
と
慢
性

萎
縮
性
胃
炎
を
判
定
で
き
る
よ
う
に
精
度
管
理
を
徹

底
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
ど
も
の
研
究
に
十
分
採

用
で
き
る
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

質
問
票
の
記
入
と
採
血
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
に

各
移
民
集
団
の
都
合
に
適
し
た
場
所
に
来
て
も
ら

い
、
あ
ら
か
じ
め
訓
練
さ
れ
た
数
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
役
割
分
担
を
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
採
血
し
た

濾
紙
は
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
と
一
緒
に
速
達
航
空
便
で
栄

研
の
ラ
ボ
に
届
け
、
一
週
間
以
内
に
検
査
結
果
の
報

告
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
質
問
票
の
情
報
と

血
液
検
査
の
結
果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
、
統

計
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
日
系
移
民
に
つ
い

て
は
１
９
９
４
年
に
男
性
４
８
８
人
と
女
性
３
６
５

人
を
対
象
に
し
て
既
に
調
査
し
て
お
り
、
そ
の
結
果

は
前
回
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
結
果

を
他
の
ア
ジ
ア
系
移
民
集
団
に
加
え
て
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

図
１
の
赤
グ
ラ
フ
は
、
シ
ア
ト
ル
市
と
そ
の
周
辺

に
住
む
ア
ジ
ア
系
移
民
に
お
け
る
年
齢
を
訂
正
し
た

ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
を
示
し
ま
す
。

　

年
齢
を
訂
正
す
る
理
由
は
比
較
す
る
項
目
（
こ
の

場
合
は
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
）
が
各
集
団
の
年
齢
構

成
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
し
、
高
齢
者
が
多
い
と

ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
が
高
く
な
る
た
め
、
す
べ
て
の
比

較
集
団
で
年
齢
構
成
が
同
じ
に
な
る
よ
う
に
訂
正
し

て
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
を
算
出
し
ま
し
た
。
日
本
人

の
比
較
集
団
と
し
て
シ
リ
ー
ズ
７
回
目
で
使
用
し
た

京
都
府
農
村
部
の
調
査
結
果
を
引
用
し
ま
し
た
。
日

系
移
民
が
最
も
低
く
26
・
０
％
、
続
い
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
系
移
民
26
・
３
％
、
中
国
系
移
民
36
・
１
％
、
韓

国
系
移
民
39
・
２
％
、
ベ
ト
ナ
ム
系
移
民
41
・
３
％

と
な
り
、
最
も
高
い
の
が
京
都
府
農
村
部
の
70・６
％

で
す
。
ア
ジ
ア
系
移
民
集
団
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
の

違
い
は
、
一
つ
に
世
代
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
日
系
移
民
集
団
の
８
割
以
上
は
ア

メ
リ
カ
生
ま
れ
の
２
～
４
世
で
あ
る
の
に
対
し
、
他

は
90
％
以
上
が
母
国
生
ま
れ
の
１
世
で
、
ベ
ト
ナ
ム

系
移
民
は
す
べ
て
が
１
世
で
す
。
従
っ
て
、
日
系
を

除
く
ア
ジ
ア
系
移
民
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
は
母
国
の

感
染
率
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
の
以
前
の
調
査
で
は
、
南
部
の
黒
人
の
ピ
ロ

リ
菌
感
染
率
は
農
村
部
日
本
人
並
み
に
高
い
の
に
比

べ
、
白
人
は
極
端
に
低
く
、
日
系
移
民
は
そ
れ
よ
り

も
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
他

の
移
民
集
団
の
２
世
以
降
は
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
が
急

激
に
減
少
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

図
１
の
青
グ
ラ
フ
は
、
ア
ジ
ア
系
移
民
集
団
、
農

3
シ
ア
ト
ル
市
の

ア
ジ
ア
系
移
民
と
日
本
人
で
は

ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
や

慢
性
萎
縮
性
胃
炎

有
症
率
が
ど
の
く
ら
い

違
う
の
？ 

2ど
の
よ
う
に
調
査

し
た
の
？

図１　米国アジア系移民集団及び農村部日本人の
　　  ピロリ菌感染率と慢性萎縮性胃炎有症率
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26.0
34.3 
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縮
性
胃
炎
に
な
る
リ
ス
ク(

オ
ッ
ズ
比)

を
推
定
し

た
も
の
で
す
。
な
お
、
オ
ッ
ズ
比
は
他
の
関
連
要
因

で
あ
る
年
齢
、
性
、
喫
煙
習
慣
、
飲
酒
習
慣
、
胃
潰

瘍
や
他
の
消
化
器
疾
患
の
既
往
歴
な
ど
の
影
響
を
補

正
し
て
算
出
し
て
あ
り
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
非
感
染
の

リ
ス
ク
を
１・
０
と
す
る
と
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
の

リ
ス
ク
は
、
韓
国
系
移
民
が
最
も
高
く
15
・
６
倍
、

２
番
目
が
日
系
移
民
の
10
・
６
倍
、
３
番
目
が
ベ
ト

ナ
ム
系
移
民
の
８・
９
倍
、
４
番
目
が
農
村
部
日
本

人
の
７・
８
倍
、
中
国
系
移
民
の
４・
７
倍
、
最
後
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
系
移
民
２・
８
倍
で
す
。
恐
ら
く
、
韓

国
系
移
民
に
感
染
し
て
い
る
ピ
ロ
リ
菌
は
、
日
本
人

及
び
日
系
人
に
感
染
し
て
い
る
ピ
ロ
リ
菌
同
様
に
強

力
で
、
胃
壁
細
胞
を
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
に
変
え
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
裏
付
け

る
た
め
に
胃
が
ん
の
罹
患
率
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ア
ジ
ア
系
移
民
は
極
少
民
族

で
あ
る
た
め
、
詳
細
の
が
ん
統
計
は
公
表
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
、
最
近
の
も
の
は
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
20
年
前
に
公
表
さ
れ
た
パ
ー
カ
ー
ら
の
論

文
を
図
３
に
引
用
し
ま
し
た
。
論
文
の
な
か
で
極
少

民
族
の
が
ん
罹
患
率
の
上
位
５
番
以
内
ま
で
記
載
し

て
あ
り
、
ア
ジ
ア
系
移
民
の
胃
が
ん
罹
患
率
の
記
載

は
図
の
４
集
団
の
み
で
あ
り
、
女
性
で
は
２
集
団
の

村
部
日
本
人
の
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
有
症
率
の
比
較
で

す
。
必
ず
し
も
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
の
順
位
と
一
致
し

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
系
移
民
集

団
の
な
か
で
日
系
移
民
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
は
最
も

低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
有
症
率

は
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
過
去
に
行
わ

れ
た
研
究
結
果
か
ら
日
本
人
と
日
系
人
の
ピ
ロ
リ
菌

の
株
（strain
）
が
特
に
強
力
で
胃
壁
細
胞
を
慢
性

萎
縮
性
胃
炎
に
変
化
さ
せ
や
す
い
た
め
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
都
市
部
日
本
人
（
日
本
健
康
増
進
財

団
の
健
診
デ
ー
タ
）
の
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
有
症
率
は

22
・
１
％
で
す
が
、
こ
れ
は
農
村
部
日
本
人
34
・
３
％

の
３
分
の
２
ま
で
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま

す
。
ピ
ロ
リ
菌
は
自
然
環
境
に
普
遍
的
に
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
都
市
部
の
衛
生
環
境
が
改
善
さ
れ
る
に

従
っ
て
、
そ
の
感
染
率
も
減
少
し
て
き
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
そ
れ
に
伴
い
都
市
部
日
本

人
の
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
有
症
率
も
農
村
部
日
本
人
に

比
べ
て
激
減
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

図
２
は
、
各
集
団
に
お
い
て
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し

て
い
な
い
人
に
比
べ
、
感
染
し
て
い
る
人
の
慢
性
萎

4シ
ア
ト
ル
市
の

ア
ジ
ア
系
移
民
と

農
村
部
日
本
人
の

ピ
ロ
リ
菌
感
染
が

慢
性
萎
縮
性
胃
炎
に

な
る
リ
ス
ク
は
？

5
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

ア
ジ
ア
系
移
民
の

胃
が
ん
罹
患
率
は
？

図２　シアトル市のアジア系移民と農村部日本人のピロリ菌
　　  感染者の慢性萎縮性胃炎になるリスクの推定 
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（注）オッズ比はピロリ菌非感染者のオッズ比を1.0としてピロリ菌感染者に対するオッズ比を算出した。
上記のオッズ比は95%有意水準で全て有意である。なおオッズ比は他の関連要因（年齢、性、喫
煙習慣、飲酒習慣、胃潰瘍や他の消化器疾患の既往歴）の影響を補正して算出してある。
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図３　米国アジア系移民の胃がん罹患率
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み
で
し
た
。
こ
の
論
文
は
、
５
年
間
に
新
た
に
が
ん

と
診
断
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
集
計
し
て
報
告
し
て
い
ま

す
。
男
性
の
胃
が
ん
罹
患
率
（
10
万
人
対
）
は
韓

国
系
移
民
48
・
９
、
日
系
移
民
30
・
５
、
ベ
ト
ナ
ム

系
移
民
25
・
８
、
中
国
系
移
民
15
・
７
で
あ
り
、
図

２
の
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
に
な
る
リ
ス
ク
の
順
位
と
一

致
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
胃
が
ん
に
罹
る
リ
ス

ク
を
ア
ジ
ア
系
移
民
で
は
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
さ
ら
に
パ
ー
カ
ー
ら
の
論
文
で
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
系
移
民
集
団
だ
け
で
な

く
他
の
少
数
民
族
集
団
で
も
、
胃
が
ん
が
が
ん
発
生

率
の
上
位
５
番
以
内
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で

す
。
す
な
わ
ち
、男
性
の
胃
が
ん
罹
患
率（
10
万
人
対
）

は
ア
ラ
ス
カ
系
原
住
民
27
・
２
、
ハ
ワ
イ
原
住
民

20・５
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
（
黒
人
）
17・９
、

ス
ペ
イ
ン
語
系
移
民
15
・
３
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
人
口
の
77
％
を
占
め
る
白
人
の

胃
が
ん
罹
患
率
は
２
０
１
５
年
現
在
５・
５
と
低
く
、

そ
の
た
め
に
胃
が
ん
の
予
防
対
策
は
日
本
に
比
較
し

て
大
変
遅
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
で
２
回
に
わ
た
り
ピ
ロ
リ
菌
、
慢
性

萎
縮
性
胃
炎
及
び
胃
が
ん
に
つ
い
て
シ
ア
ト
ル
で
の

研
究
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、
日
本
の
胃
が
ん
死

亡
率
は
先
進
諸
国
中
で
最
も
高
い
こ
と
か
ら
、
政
府

は
胃
が
ん
の
予
防
検
診
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
前
述
し
た
よ
う

に
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
両
国
の
施
策
の
違
い

を
反
映
す
る
指
標
と
し
て
、
胃
が
ん
の
５
年
相
対
生

存
率
を
見
る
と
明
ら
か
で
す
。
こ
れ
は
が
ん
と
診
断

さ
れ
た
場
合
に
、
治
療
で
ど
れ
位
生
命
を
救
え
る
か

を
示
し
、
５
年
後
に
生
存
し
て
い
る
割
合
を
示
し
ま

す
。
最
近
の
５
年
相
対
生
存
率
は
胃
が
ん
検
診
が
さ

れ
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
が
男
女
合
わ
せ
て
31
・
５
％
、

日
本
の
男
性
が
65
・
３
％
、
女
性
63
・
０
％
で
、
ア

メ
リ
カ
は
日
本
の
半
分
以
下
で
す
。
し
か
も
、
日
本

で
は
検
診
参
加
者
に
つ
い
て
胃
が
ん
の
５
年
相
対
生

存
率
が
85
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
日
本
の

胃
が
ん
研
究
者
や
検
診
キ
ッ
ト
製
造
販
売
業
者
及
び

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
に
ア
メ
リ
カ
で
の
胃
が
ん
検
診

の
推
進
事
業
を
立
ち
上
げ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
胃
が
ん
検
診
の
対
象
と
な
る
白

人
以
外
の
人
口
は
６
、５
８
０
万
人
で
あ
り
、
決
し

て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

集
団
健
診
は
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
シ
ア
ト
ル
で
の

日
系
人
を
対
象
と
し
た
検
診
は
何
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
研
究
に
参
加
し
、
受
診
さ

れ
た
方
々
に
は
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
参
加
者
か
ら
自
分
で

は
自
覚
し
て
い
な
か
っ
た
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、

狭
心
症
、
眼
底
異
常
所
見
な
ど
を
見
つ
け
て
も
ら
っ

た
こ
と
に
感
謝
さ
れ
た
り
、
胃
が
ん
の
予
防
健
診
で

は
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
を
見
つ
け
て
も
ら
い
、
２
年
ご

と
に
内
視
鏡
の
検
査
を
受
け
て
い
る
と
言
わ
れ
た
り

し
て
、
少
し
は
報
わ
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

30
年
以
上
に
わ
た
り
日
系
人
を
中
心
に
研
究
を
続

け
ら
れ
た
こ
と
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
特
に
日
本
健
康
増
進
財
団
の
理
事
長 

三
木
一

正
先
生
、
専
務
理
事 

鈴
木
賢
二
氏
及
び
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
研
究
協
力
と
ご

指
導
を
賜
っ
た
元
文
部
省
数
理
統
計
研
究
所
長
の
故

林
知
己
夫
教
授
、
京
都
府
立
医
科
大
学
の
渡
邊
能
行

教
授
及
び
東
邦
大
学
の
白
井
厚
治
教
授
ら
に
心
よ
り

謝
意
を
表
し
ま
す
。
シ
ア
ト
ル
市
で
は
循
環
器
疾
患

予
防
健
診
の
検
査
技
師
と
し
て
献
身
的
に
努
力
さ
れ

た
故
高
橋
美
月
女
史
、
リ
ピ
ッ
ド
測
定
と
研
究
を
担

当
さ
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
故
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
ッ

プ
教
授
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・リ
ム
疾
病
予
防
セ
ン
タ
ー

の
理
事
長
を
務
め
ら
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
故
フ

ラ
ン
ク
・
ミ
ヤ
モ
ト
名
誉
教
授
、
同
じ
く
理
事
長
を

務
め
ら
れ
た
日
系
人
初
の
女
性
医
師
と
な
ら
れ
た
故

ル
ビ
ー
・
イ
ノ
ウ
エ
医
師
並
び
に
ケ
ミ
ー
・
ナ
カ
バ

ヤ
シ
医
師
ら
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後

に
シ
ア
ト
ル
市
で
の
ピ
ロ
リ
菌
と
慢
性
萎
縮
性
胃
炎

の
検
査
に
全
面
的
に
協
力
さ
れ
た
㈱
栄
研
化
学
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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